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六
朝
楽
府
訳
注
（
二
十
）
―
「
出
塞
」
三
首
―

小

川

恒

男

は
し
が
き

本
稿
で
は
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
一
・
横
吹
曲
辞
一
「
出
塞
」

の
内
、
三
首
に
訳
注
を
作
成
し
た
。
隋
の
薛
道
衡
の
作
二
首
、
虞

世
基
の
作
一
首
で
あ
る
。『
楽
府
詩
集
』
に
は
そ
の
指
摘
が
な
い
が
、

『
古
詩
紀
』
で
は
薛
道
衡
、
虞
世
基
そ
れ
ぞ
れ
の
作
を
「
出
塞
二

首
」
と
し
た
上
で
、
題
下
注
に
「
和
楊
素
」
の
三
字
を
加
え
る
。

『
楽
府
詩
集
』
は
楊
素
の
「
出
塞
」
を
一
首
し
か
収
載
し
な
い
。

楊
素
の
作
の
次
に
は
薛
道
衡
「
同
前
二
首
」
、
虞
世
基
「
同
前
二
首
」

が
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
楽
府
詩
集
』
の
ご
く
当
た
り
前
の

体
例
で
あ
る
。『
古
詩
紀
』
に
は
楊
素
の
「
出
塞
」
が
『
楽
府
詩
集
』

所
収
の
作
と
は
別
に
も
う
一
首
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
山
名

の
詩
人
の
作
が
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ず
つ
、
計
六
首
。
し
か
も
六
首
の

い
ず
れ
も
が
二
十
句
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
然
と
し
た
形
式
に

な
っ
て
い
る
。『
古
詩
紀
』
が
「
和
楊
素
」
と
す
る
の
も
当
然
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
楊
素
・
薛
道
衡
・
虞
世
基
ら
の
「
出
塞
」
計
六
首

は
ま
と
め
て
訳
注
を
作
成
し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
相
変
わ

ら
ず
の
怠
惰
に
加
え
て
例
の
如
く
の
雑
務
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
、

残
念
な
が
ら
間
に
合
わ
せ
ら
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
残
っ
た

虞
世
基
「
出
塞
」
一
首
は
次
の
訳
注
に
回
し
、
『
楽
府
詩
集
』
に
収

め
な
い
楊
素
の
「
出
塞
」
も
附
録
と
し
て
訳
注
を
作
成
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

楊
金
梅
『
隋
代
詩
歌
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
一

一
）
「
第
九
章

詩
人
専
論
之
楊
素
：
人
格
与
詩
格
的
悖
反
」
に
、

「
出
塞
」
二
首
是
楊
素
僅
有
的
両
首
辺
塞
詩
。
『
隋
書
』
本

伝
提
到
楊
素
曾
経
両
次
出
塞
、
分
別
在
文
帝
開
皇
十
八
年
和

仁
寿
初
年
。
楊
素
分
別
以
行
軍
総
管
以
及
行
軍
元
帥
的
身
份

出
塞
抗
撃
突
厥
、
均
取
得
重
大
勝
利
。
「
出
塞
」
二
首
即
是

根
拠
這
両
次
出
塞
経
歴
而
作
。

「
出
塞
」
二
首
は
楊
素
の
数
少
な
い
二
首
の
辺
塞
詩
で
あ

る
。
『
隋
書
』
本
伝
に
は
楊
素
が
二
度
辺
塞
に
出
征
し
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
帝
の
開
皇
十
八
年
と
仁
寿

元
年
だ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
楊
素
は
そ
れ
ぞ
れ

行
軍
総
管
及
び
行
軍
元
帥
の
身
分
で
辺
塞
に
出
征
し
て
突

厥
に
反
撃
を
加
え
、
い
ず
れ
も
大
勝
利
を
勝
ち
得
た
。「
出

塞
」
二
首
は
こ
の
二
回
の
辺
塞
出
征
の
経
験
に
基
づ
い
て

作
ら
れ
た
。

と
あ
る
。
開
皇
十
八
年
は
西
暦
五
九
八
年
。
仁
寿
元
年
は
六
〇

一
年
。
楊
素
、
薛
道
衡
、
虞
世
基
の
「
出
塞
」
六
首
の
内
容
か
ら
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し
て
も
、
右
の
推
測
は
首
肯
で
き
そ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
「
出
塞
」

は
い
ず
れ
も
突
厥
を
匈
奴
に
な
ぞ
ら
え
、
作
中
の
将
軍
を
霍
去
病

や
衛
青
に
な
ぞ
ら
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
背
景
に
楊
素
の

実
体
験
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
薛
道
衡
、
虞
世
基
の
作
に
は
そ
れ

と
な
く
楊
素
を
称
賛
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。

底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府

詩
集
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
で
あ
る
。

隋
・
薛
道
衡
「
出
塞
」
二
首
其
一

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
高
秋
白
露
団

高
秋

白
露

団
と
し
て

た
ん

２
上
将
出
長
安

上
将

長
安
を
出
づ

３
塵
沙
塞
下
暗

塵
沙

塞
下
に
暗
く

４
風
月
隴
頭
寒

風
月

隴
頭
に
寒
し

５
転
蓬
随
馬
足

転
蓬

馬
足
に
随
ひ

６
飛
霜
落
剣
端

飛
霜

剣
端
に
落
つ

７
凝
雲
迷
代
郡

凝
雲

代
郡
に
迷
ひ

８
流
水
凍
桑
乾

流
水

桑
乾
に
凍
る

９
烽
微
桔

槔
遠

烽

微
か
に
し
て

桔

槔

遠
く

き
つ
か
う

橋
峻
轆
轤
難

橋

峻
く
し
て

轆
轤

難
し

た
か

ろ
く

ろ

10
従
軍
多
悪
少

従
軍
は
多
く
悪
少

11
召
募
尽
材
官

召
募
は
尽
く
材
官

12
伏
堤
時
臥
鼓

伏
堤

時
に
鼓
を
臥
せ

13
疑
兵
作
解
鞍

疑
兵

鞍
を
解
く
を
作
す
な

14
柳
城
擒
冒
頓

柳
城
に
冒
頓
を
擒
へ

と
ら

15
長
坂
納
呼
韓

長
坂
に
呼
韓
を
納
る
い

16

受
降
今
更
築

受
降

今

更
め
て
築
き

17
燕
然
已
重
刊

燕
然

已
に
重
ね
て
刊
む

き
ざ

18
還
嗤
傅
介
子

還
っ
て
嗤
ふ

傅
介
子
の

わ
ら

19
辛
苦
刺
楼
蘭

辛
苦
し
て
楼
蘭
を
刺
せ
し
を

20【
日
本
語
訳
】

１
白
く
透
明
な
露
が
し
と
ど
に
降
り
た
天
高
き
秋

２
上
将
軍
は
長
安
を
出
発
さ
れ
た

３
辺
塞
の
周
辺
は
砂
埃
の
た
め
に
暗
く
な
っ
た
し

４
隴
頭
で
は
風
や
月
の
光
が
冷
た
か
っ
た

５
転
が
る
ヨ
モ
ギ
は
馬
の
足
に
着
い
て
い
き

６
空
中
を
漂
う
霜
は
剣
先
に
降
り
た

７
厚
い
雲
が
代
郡
の
辺
り
で
行
き
先
が
分
か
ら
な
く
な
り

８
流
れ
る
水
は
桑
乾
で
凍
っ
て
し
ま
っ
た

９
つ
る
べ
を
用
い
た
烽
火
台
が
遠
い
の
で
烽
火
は
微
か
で

橋
が
高
い
の
で
滑
車
で
跳
ね
上
げ
る
の
は
難
し
か
っ
た

10
従
軍
の
兵
士
は
品
行
は
悪
い
が
屈
強
な
若
者
が
多
く

11
呼
び
集
め
た
兵
士
も
皆
強
い
弓
を
引
く
こ
と
が
で
き
た

12
し
か
し
今
や
、
堤
に
伏
せ
た
兵
た
ち
は
戦
鼓
を
臥
せ

13
囮
の
兵
た
ち
も
馬
の
鞍
を
外
し
た

14
柳
城
で
は
冒
頓
単
于
を
虜
に
し

15
長
坂
で
は
呼
韓
邪
単
于
の
降
伏
を
受
け
入
れ
た

16
受
降
城
を
も
う
一
度
築
き
直
し

17
燕
然
山
で
は
ま
た
新
た
に
功
績
を
石
に
刻
ん
だ

18
彼
の
傅
介
子
が
苦
労
し
て
苦
労
し
て

19
楼
蘭
王
の
首
を
取
っ
た
こ
と
を
笑
う
の
だ

20
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【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
三
十
三
・

『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
巻
百
十
八

０
『
詩
紀
』
作
「
出
塞
二
首
」
、
題
下
注
云
「
和
楊
素
」
。
『
百

三
家
集
』
作
「
出
塞
二
首
和
楊
処
道
」
。

「
堤
」
、
『
英
華
』
作
「
波
」
、
注
云
「
一
作
『
堤
』
」
。

13
「
柳
」
、
『
英
華
』
作
「
龍
」
、
注
云
「
一
作
『
柳
』
」
。

15【
押
韻
】

「
団
」
「
端
」
「
官
」
、
上
平
二
十
六
桓
韻
。
「
安
」
「
寒
」
「
乾
」

「
難
」
「
鞍
」
「
韓
」
「
刊
」
「
蘭
」
上
平
二
十
五
寒
韻
。
寒
・

桓
同
用
。

【
作
者
】

五
四
〇
～
六
〇
九
。
北
朝
、
隋
代
を
代
表
す
る
詩
人
。
字
は

玄
卿
、
河
東
汾
陰
（
山
西
省
万
栄
県
）
の
人
。
六
歳
の
時
、
父

を
失
う
が
、
学
問
に
精
進
し
、
十
三
歳
の
時
に
作
っ
た
「
国
僑

頌
」
が
称
賛
さ
れ
た
。
初
め
北
斉
に
仕
え
、
北
斉
が
滅
び
る
と

北
周
・
隋
に
仕
え
た
。
隋
の
文
帝
の
開
皇
四
（
五
八
四
）
年
、

陳
に
使
者
と
し
て
赴
き
、
江
南
で
「
人
日
思
帰
」
詩
を
作
っ
て

陳
の
人
々
の
絶
賛
を
得
た
。
隋
の
文
帝
は
彼
の
才
能
を
高
く
評

価
し
、
そ
の
名
声
は
揺
る
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
文
人
た

ち
が
交
友
を
求
め
た
が
、
仁
寿
四
（
六
〇
四
）
年
に
文
帝
が
亡

く
な
る
と
、
新
た
に
即
位
し
た
煬
帝
に
は
疎
ん
じ
ら
れ
、
大
業

五
（
六
〇
九
）
年
に
は
讒
言
の
た
め
に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。

七
十
巻
の
集
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
今
日
に
残
る
詩
は
僅
か

に
二
十
一
首
。
南
朝
風
の
華
麗
な
詩
風
を
得
意
と
し
た
。
『
隋

書
』
巻
五
十
七
・
『
北
史
』
巻
三
十
六
に
伝
が
あ
る
。

【
語
釈
】

１
高
秋
白
露
団

２
上
将
出
長
安

［
高
秋
］
空
気
が
澄
み
わ
た
っ
て
空
が
高
く
見
え
る
秋
。
漢
・

宋
子
侯
「
董
嬌
饒
」
詩
（
『
玉
台
』
巻
一
）
に
「
高
秋
八
九

月
、
白
露
変
為
霜
（
高
秋
八
九
月
、
白
露

変
じ
て
霜
と
為

る
）
」
。

［
白
露
］
秋
の
透
き
通
っ
て
美
し
い
露
。
『
詩
経
』
秦
風
・
蒹

葭
に
「
蒹
葭
蒼
蒼
、
白
露
為
霜
（
蒹
葭

蒼
蒼
た
り
、
白
露

霜
と
為
る
）
」
。

［
団
］
露
が
多
い
様
。「

漙
」
に
通
じ
る
。
ま
た
露
の
丸
い
様
。

た
ん

『
詩
経
』
鄭
風
・
野
有
蔓
草
に
「
野
有
蔓
草
、
零
露

漙
兮
（
野

に
蔓
草
有
り
、
零
露

漙
た
り
）
」
と
あ
り
、
「
毛
伝
」
は

「

漙
漙
然
盛
多
也
。
（

漙
は

漙
然
と
し
て
盛
多
な
り
。
）
」
と

い
う
。
ま
た
馬
瑞
辰
『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』
に
「
『
釈
文
』
、『
本

又
作
団
』
。
『
文
選
』
李
善
注
引
『
毛
詩
』
、
『
零
露
団
兮
』
。

与
『
釈
文
』
所
引
一
本
合
。
（
『
釈
文
』
に
、
『
本
と
又
た
団

に
作
る
』
と
。
『
文
選
』
李
善
注
引
『
毛
詩
』
に
、
『
零
露

団
た
り
』
と
。
『
釈
文
』
の
引
く
所
の
一
本
と
合
ふ
。
）
」
と

あ
る
。

［
上
将
］
上
将
軍
の
略
。
将
軍
中
の
ト
ッ
プ
を
い
う
。
こ
の
語

は
次
の
虞
世
基
「
出
塞
」
二
首
其
二
に
も
「
上
将
三
略
遠
、

元
戎
九
命
尊
（
上
将

三
略

遠
く
、
元
戎

九
命

尊
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し
）
」
と
見
え
る
。

３
塵
沙
塞
下
暗

４
風
月
隴
頭
寒

[

塵
沙]

砂
ぼ
こ
り
。
宋
・
謝
霊
運
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩
八
首
」

（
『
文
選
』
巻
三
十
）
其
七
・
阮
瑀
に
「
河
洲
多
沙
塵
、
風

悲
黄
雲
起
（
河
洲

沙
塵
多
く
、
風

悲
し
く
し
て

黄
雲

起
こ
る
）
」
と
あ
り
、
漢
・
蔡
邕
の
作
と
さ
れ
る
「
胡
笳

十
八
拍
」
其
二
に
「
雲
山
万
里
兮
帰
路
遐
、
疾
風
千
里
兮
揚

塵
沙
（
雲
山

万
里

帰
路

遐
か
に
、
疾
風

千
里

は
る

塵
沙
を
揚
ぐ
）
」
と
見
え
る
。

［
塞
下
］
辺
塞
の
周
辺
。
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
「
盧
綰
与
数

千
騎
居
塞
下
候
伺
、
幸
上
病
癒
自
入
謝
。
（
盧
綰

数
千
騎

と
塞
下
に
居
り
て
候
伺
し
、
上
の
病
ひ

癒
ゆ
れ
ば
自
ら
入

り
て
謝
せ
ん
こ
と
を
幸
ふ
。
）
」
と
。

ね
が

［
風
月
」
清
々
し
い
風
と
明
る
い
月
。
美
し
い
風
景
を
い
う
。

陳
後
主
叔
宝
「
有
所
思
」
三
首
其
二
に
「
梁
・
庾
肩
吾
「
賦

得
嵇
叔
夜
」
詩
に
「
山
川
千
里
間
、
風
月
両
辺
時
（
山
川

千
里
の
間
、
風
月

両
辺
の
時
）
」
。
嬌
玉

［
隴
頭
］
陝
西
省
と
甘
粛
省
と
の
間
に
あ
る
山
の
名
。
隴
坻
、

隴
山
と
も
。
唐
・
杜
佑
『
通
典
』
巻
一
百
七
十
四
に
「
天
水

郡
…
…
有
大
坂
、
名
曰
隴
坻
、
亦
曰
隴
山
。
（
天
水
郡
…
…

大
坂
有
り
、
名
づ
け
て
隴
坻
と
曰
ひ
、
亦
た
隴
山
と
曰

ふ
。
）
」
。
ま
た
、
『
太
平
御
覧
』
巻
五
十
六
に
引
く
「
三
秦

記
」
に
「
其
坂
九
廻
、
不
知
高
幾
里
。
欲
上
者
七
日
乃
越
。

高
処
可
容
百
余
家
、
下
処
数
十
万
戸
。
上
有
清
水
四
注
。
俗

歌
曰
、『
隴
頭
流
水
、
鳴
声
幽
咽
。
遥
望
秦
川
、
心
肝
断
絶
』
。

去
長
安
千
里
、
望
秦
川
如
帯
。
又
関
中
人
上
隴
者
、
還
望
故

郷
悲
思
、
而
歌
則
有
絶
死
者
。
（
其
の
坂

九
廻
し
、
高
き

こ
と
幾
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
上
ら
ん
と
欲
す
る
者

七
日

に
し
て
乃
ち
越
ゆ
。
高
き
処
は
百
余
家
を
容
る
べ
く
、
下
き

ひ
く

処
は
数
十
万
戸
。
上
に
清
水
の
四
も
に
注
ぐ
有
り
。
俗
歌
に

曰
く
、
『
隴
頭
流
水
、
鳴
声

幽
咽
す
。
遥
か
に
秦
川
を
望

め
ば
、
心
肝

断
絶
す
』
と
。
長
安
を
去
る
こ
と
千
里
、
秦

川
を
望
め
ば
帯
の
如
し
。
又
た
関
中
の
人

隴
に
上
れ
ば
、

故
郷
を
還
望
し
て
悲
思
し
、
而
も
歌
へ
ば
則
ち
絶
死
す
る
者

有
り
。
）
」
。

５
転
蓬
随
馬
足

６
飛
霜
落
剣
端

［
転
蓬
］
秋
に
な
り
風
に
吹
か
れ
て
転
が
る
ヨ
モ
ギ
草
。
魏
・

曹
植
「
雑
詩
」
七
首
其
二
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
「
転

蓬
離
本
根
、
飄
颻
随
長
風
（
転
蓬

本
根
を
離
れ
、
飄
颻

へ
う
え
う

と
し
て
長
風
に
随
ふ
）
」
。

［
馬
足
］
走
る
馬
の
足
下
。
漢
・
張
衡
「
東
京
賦
」
（
『
文
選
』

巻
三
）
に
「
馬
足
未
極
、
輿
徒
不
労
。
（
馬
足

未
だ
極
ま

ら
ず
、
輿
徒

労
せ
ず
。
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
梁
・
費
昶

「
春
郊
見
美
人
」
詩
（
『
玉
台
』
巻
六
）
に
「
陽
陽
蓋
頂
日
、

飄
飄
馬
足
塵
（
陽
陽
た
り

蓋
頂
の
日
、
飄
飄
た
り

馬
足

の
塵
）
。
（
「
陽
陽
」
、
原
作
「
湯
湯
」
、
今
拠
『
類
聚
』
巻
十

八
而
改
。
）

［
飛
霜
］
天
か
ら
降
る
霜
。
晋
・
張
協
「
七
命
」
八
首
（
『
文

選
』
巻
三
十
五
）
其
二
に
「
飛
霜
迎
節
、
高
風
送
秋
。
（
飛

霜

節
を
迎
へ
、
高
風

秋
を
送
る
。
）
」
。
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［
剣
端
］
剣
の
切
っ
先
。
梁
・
呉
均
「
行
路
難
」
五
首
其
二
に

「
自
言
家
在
趙
邯
鄲
、
翩
翩
舌
杪
復
剣
端
（
自
ら
言
ふ

家

は
趙
の
邯
鄲
に
在
り
、
翩
翩
た
る
舌
杪
も
復
た
剣
端
な
り

ぜ
つ
べ
う

と
）
」
。

７
凝
雲
迷
代
郡

８
流
水
凍
桑
乾

［
凝
雲
］
濃
い
雲
。
斉
・
朱
孝
廉
「
白
雪
曲
」
に
「
凝
雲
没
霄

漢
、
従
風
飛
且
散
（
凝
雲

霄
漢
に
没
し
、
風
に
従
ひ

飛

び
且
つ
散
ず
）
」
。

［
代
郡
］
秦
置
く
。
河
北
省
蔚
県
。
北
周
・
庾
信
「
擬
詠
懐

う
つ

詩
」
二
十
七
首
其
二
十
に
「
代
郡
蓬
初
転
、
遼
陽
桑
欲
乾
（
代

郡
に

蓬

初
め
て
転
じ
、
遼
陽
に

桑

乾
か
ん
と
欲

す
）
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
梁
・
江
淹
「
従
蕭
驃
騎
新
亭
」

詩
に
「
燕
兵
歌
越
水
、
代
馬
思
呉
州
（
燕
兵

越
水
に
歌
ひ
、

代
馬

呉
州
に
思
ふ
）
」
。

［
桑
乾
］
川
の
名
。
桑
乾
河
。
山
西
省
北
部
と
河
北
省
西
北
部

を
流
れ
る
。
北
斉
・
祖
珽
「
従
北
征
詩
」
に
「
翠
旗
臨
塞
道
、

霊
鼓
出
桑
乾
（
翠
旗

塞
道
に
臨
み
、
霊
鼓

桑
乾
よ
り
出

づ
）
」
。

９
烽
微
桔

槔
遠

橋
峻
轆
轤
難

10

［
桔

槔
］
こ
こ
は
烽
火
台
を
い
う
。
『
史
記
』
魏
公
子
列
伝
に

「
公
子
与
魏
王
博
、
而
北
境
伝
挙
烽
。
（
公
子

魏
王
と
博

し
て
、
北
境

烽
を
伝
へ
挙
ぐ
。
）
」
と
あ
り
、
裴
駰
『
集

解
』
は
文
穎
の
説
を
引
き
、
「
作
高
木
櫓
、
櫓
上
作
桔

槔
。

桔

槔
頭
兜
零
、
以
薪
置
其
中
、
謂
之
烽
。
常
低
之
、
有
寇
即

火
然
挙
之
以
相
告
。
（
高
木
の
櫓
を
作
り
、
櫓
上
に
桔

槔
を

作
る
。
桔

槔
の
頭
は
兜
零
に
し
て
、
薪
を
以
て
其
の
中
に
置

き
、
之
れ
を
烽
と
謂
ふ
。
常
に
は
之
れ
を
低
く
し
、
寇
有
れ

ば
即
ち
火
然
し
て
之
れ
を
挙
げ
て
以
て
相
ひ
告
ぐ
。
）
」
と

い
う
。
「
兜
零
」
は
籠
の
こ
と
。
「
桔

槔
」
は
井
戸
水
を
汲

み
上
げ
る
装
置
、
は
ね
つ
る
べ
。
梁
・
劉
孝
威
「
雀
乳
空
井

中
」
詩
に
「
轆
轤
糸
綆
絶
、
桔

槔
冬
蘚
周
（
轆
轤

糸
綆

し

か
う

絶
え
、
桔

槔

冬
蘚

周

し
）
」
。
「

あ
ま
ね

［
轆
轤
］
こ
こ
は
滑
車
を
使
っ
て
橋
を
巻
き
上
げ
る
装
置
。『
魏

書
』
崔
延
伯
伝
に
「
横
水
為
橋
、
両
頭
施
大
轆
轤
、
出
没
任

情
、
不
可
焼
斫
。
（
水
に
横
た
へ
て
橋
と
為
し
、
両
頭
に
大

轆
轤
を
施
し
て
、
出
没

情
に
任
せ
、
焼

斫

す
べ
か
ら
ざ

ま
か

せ
う
し
ゃ
く

ら
し
む
。
）
」
と
見
え
る
。
「
轆
轤
」
も
本
来
は
井
戸
水
を
汲

み
上
げ
る
の
に
用
い
た
。

従
軍
多
悪
少

召
募
尽
材
官

11

12

［
悪
少
］
品
行
が
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な
い
若
者
。
『
漢
書
』
昭

帝
紀
に
「
発
三
輔
及
郡
国
悪
少
年
吏
有
告
劾
亡
者
、
屯
遼
東
。

（
三
輔
及
び
郡
国
の
悪
少
年
の
吏
に
告
劾
せ
ら
れ
亡
ぐ
る
有

に

る
者
を
発
し
て
、
遼
東
に
屯
せ
し
む
。
）
」
と
あ
り
、
顔
師

古
注
に
「
悪
少
年
謂
無
頼
子
弟
也
。
（
悪
少
年

謂
無
頼
の

子
弟
を
謂
ふ
な
り
。
）
」
と
。
梁
・
蕭
子
顯
「
従
軍
行
」
に

「
左
角
明
王
侵
漢
辺
、
軽
薄
良
家
悪
少
年
（
左
角

明
王

漢
辺
を
侵
し
、
軽
薄
た
り

良
家
の
悪
少
年
）
」
。

［
召
募
］
招
募
に
同
じ
。
呼
び
集
め
る
。
『
三
国
志
』
呉
志
・

孫
策
伝
に
「
因
縁
召
募
得
数
百
人
。
（
縁
に
因
り
て
召
募
し
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数
百
人
を
得
。
）
」
と
。
ま
た
、
梁
・
費
昶
「
発
白
馬
」
詩

に
「
家
本
楼
煩
俗
、
召
募
羽
林
児
（
家

本
と
楼
煩
の
俗
、

羽
林
児
に
召
募
せ
ら
る
）
」
。

［
材
官
］
強
い
弓
を
引
く
力
の
強
い
兵
卒
。
『
史
記
』
張
丞
相

列
伝
に
「
申
屠
丞
相
嘉
者
、
梁
人
、
以
材
官
蹶
張
従
高
帝
撃

項
籍
、
遷
為
隊
率
。（
申
屠
丞
相
嘉
は
、
梁
人
、
材
官
蹶

張

け
つ
ち
ゃ
う

を
以
て
高
帝
に
従
ひ
て
項
籍
を
撃
ち
、
遷
り
て
隊
率
と
為

る
。
）
」
と
あ
り
、
『
集
解
』
は
如
淳
の
説
を
引
き
「
材
官
之

多
力
、
能
脚
蹋
強
弩
張
之
、
故
曰
蹶
張
。
（
材
官
の
多
力
、

能
く
脚
も
て
強
弩
を
蹋
ん
で
之
れ
を
張
る
、
故
に
蹶
張
と
曰

ふ

ふ
。
）
」
と
い
う
。
ま
た
、
梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
度
関
山
」
に

「
材
官
蹶
張
皆
命
中
、
弘
農
越
騎
尽
搴
旗
（
材
官
蹶
張

皆

な
命
中
し
、
弘
農
越
騎

尽
く
旗
を
搴
る
）
」
と
。

と

伏
堤
時
臥
鼓

疑
兵
作
解
鞍

13

14

［
伏
堤
］
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
詩
意
か

ら
堤
防
に
埋
伏
さ
れ
た
兵
士
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

［
臥
鼓
］
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
の
を
止
め
る
。
戦
闘
が
終
わ
っ

た
こ
と
を
表
す
。
『
後
漢
書
』

隗

囂
伝
に
「
然
後
還
師
振

く
ゎ
い
が
う

旅
、
櫜
弓
臥
鼓
、
申
命
百
姓
、
各
安
其
所
。
（
然
る
後
に
師

を
還
し
て
振
旅
し
、
弓
を

櫜

に
し
鼓
を
臥
せ
、
申
ね
て
百

ふ
く
ろ

か
さ

姓
に
命
じ
て
、
各
お
の
其
の
所
に
安
ん
ぜ
し
む
。
）
」
と
。

［
疑
兵
］
大
軍
に
見
せ
か
け
た
偽
り
の
兵
。
『
史
記
』
淮
陰
侯

列
伝
に
「
信
乃
益
為
疑
兵
、
陳
船
欲
渡
臨
晋
、
而
伏
兵
従
夏

陽
以
木
罌
缶
渡
軍
、
襲
安
邑
。
（
信

乃
ち
益
ま
す
疑
兵
を

為
し
、
船
を
陳
ね
て
臨
晋
に
渡
ら
ん
と
欲
し
て
、
兵
を
伏

つ
ら

せ
夏
陽
よ
り
木
罌
缶
を
以
て
軍
を
渡
し
、
安
邑
を
襲
ふ
。
）
」
。

も
く
あ
う

ふ

［
解
鞍
］
馬
の
鞍
を
下
ろ
す
。
こ
こ
は
「
臥
鼓
」
と
同
じ
く
戦

闘
を
止
め
る
の
意
で
用
い
る
だ
ろ
う
。
『
史
記
』
李
将
軍
列

伝
に
「
広
令
諸
騎
曰
、
『
前
』
。
前
未
到
匈
奴
陳
二
里
所
、

止
、
令
曰
、『
皆
下
馬
解
鞍
』
。（
広

諸
騎
に
令
し
て
曰
く
、

『
前
め
』
と
。
前
み
て
未
だ
匈
奴
の
陳
に
到
ら
ざ
る
こ
と

す
す

ぢ
ん

二
里

所

、
止
ま
り
、
令
し
て
曰
く
、
『
皆
な
馬
よ
り
下
り

ば
か
り

と
ど

て
鞍
を
解
け
』
と
。
）
」
と
あ
り
、
宋
・
顔
延
之
「
秋
胡
詩
」

（
『
文
選
』
巻
二
十
一
・
『
玉
台
』
巻
四
）
其
三
に
「
厳
駕

越
風
寒
、
解
鞍
犯
霜
露
（
厳
駕

風
寒
を
越
え
、
鞍
を
解
き

て
霜
露
を
犯
す
）
」
。

柳
城
擒
冒
頓

長
坂
納
呼
韓

15

16

［
柳
城
］
遼
寧
省
朝
陽
市
。
曹
操
が
烏
桓
を
破
っ
た
地
。
『
三

国
志
』
魏
志
・
武
帝
紀
に
「
引
軍
出
盧
龍
塞
、
塞
外
道
絶
不

通
、
乃
塹
山
堙
谷
五
百
余
里
、
経
白
檀
、
歴
平
岡
、
渉
鮮
卑

庭
、
東
指
柳
城
。
（
軍
を
引
ゐ
て
盧
龍
の
塞
を
出
づ
る
に
、

ひ
き

塞
外

道

絶
え
て
通
ぜ
ず
、
乃
ち
山
を
塹
り
谷
を
堙
む

ほ

う
づ

る
こ
と
五
百
余
里
、
白
檀
を
経
、
平
岡
を
歴
て
、
鮮
卑
の
庭

へ

を
渉
り
、
東
の
か
た
柳
城
を
指
す
。
）
」
と
見
え
る
。『
晋
書
』

わ
た

楽
志
下
に
「
及
魏
受
命
、
改
其
十
二
曲
、
…
。
改
『
巫
山
高
』

為
『
屠
柳
城
』
、
言
曹
公
越
北
塞
、
歴
白
檀
、
破
三
郡
烏
桓

於
柳
城
也
。
（
魏
の
命
を
受
く
る
に
及
び
、
其
の
十
二
曲
を

改
む
、
…
。『
巫
山
高
』
を
改
め
て
『
屠
柳
城
』
と
為
す
は
、

言
曹
公
の
北
塞
を
越
え
、
白
檀
を
歴
、
三
郡
の
烏
桓
を
柳
城

に
破
る
を
言
ふ
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
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［
冒
頓
］
匈
奴
の
王
。
？
～
前
一
七
四
。
父
の
頭
曼
を
殺
し
て

自
ら
単
于
の
位
に
即
き
、
強
大
な
国
家
を
建
設
し
た
。
『
史

記
』
匈
奴
列
伝
に
詳
し
い
。

［
長
坂
］
北
地
郡
（
甘
粛
省
東
部
か
ら
陝
西
省
北
西
部
）
赤
須

に
あ
っ
た
坂
。
後
漢
・
班
彪
「
北
征
賦
」
（
『
文
選
』
巻
九
）

に
「
登
赤
須
之
長
坂
、
入
義
渠
之
旧
城
。
（
赤
須
の
長
坂
に

登
り
、
義
渠
の
旧
城
に
入
る
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
赤

須
坂
、
在
北
地
郡
。
」
と
。

［
呼
韓
］
呼
韓
邪
単
于
。
在
位
前
五
八
～
前
三
一
。
兄
の
郅
支

し
つ

し

単
于
と
匈
奴
を
東
西
に
二
分
し
て
対
立
す
る
と
、
漢
に
援
助

を
求
め
、
長
安
を
訪
れ
宣
帝
に
謁
し
た
。
郅
支
が
漢
に
滅
ぼ

さ
れ
る
と
、
王
昭
君
を
妻
に
迎
え
漢
と
の
友
好
関
係
を
維
持

し
た
。

受
降
今
更
築

燕
然
已
重
刊

17

18

［
受
降
］
受
降
城
。
要
塞
の
名
。
敵
の
降
伏
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
築
か
れ
た
。
故
城
は
内
モ
ン
ゴ
ル
烏
拉
特
旗
の
北
。『
史

記
』
匈
奴
列
伝
に
「
漢
使
貳
師
将
軍
広
利
西
伐
大
宛
、
而
令

因
杅
将
軍
敖
築
受
降
城
。
（
漢

貳
師
将
軍
広
利
を
し
て
西

の
か
た
大
宛
を
伐
た
し
め
て
、
因
杅
将
軍
敖
を
し
て
受
降

い
ん

う

城
を
築
か
し
む
。
）
」
と
見
え
る
。
六
朝
詩
で
は
陳
・
江
総

「
関
山
月
」
に
「
流
落
今
如
此
、
長
戍
受
降
城
（
流
落
し
て

今

此
く
の
如
く
、
長
く
受
降
城
に
戍
る
）
」
。

ま
も

［
燕
然
］
山
名
。
後
漢
の
竇
憲
が
北
単
于
を
大
い
に
破
っ
た
際
、

燕
然
山
に
登
り
そ
の
功
績
を
称
え
る
文
章
「
封
燕
然
山
銘
」

（
『
文
選
』
巻
五
十
六
）
を
班
固
に
作
ら
せ
て
石
に
刻
ん
だ
。

『
後
漢
書
』
竇
憲
伝
に
「
（
竇
憲
）
与
北
単
于
戦
於
稽
落
山
、

大
破
之
、
虜
衆
崩
潰
、
単
于
遁
走
、
追
撃
諸
部
、
遂
臨
私
渠

比
鞮
海
。
…
…
。
憲
秉
随
登
燕
然
山
。
去
塞
三
千
余
里
、
刻

石
勒
功
、
紀
漢
威
徳
、
令
班
固
作
銘
。
（
北
単
于
と
稽
落
山

に
戦
ひ
、
大
い
に
之
れ
を
破
り
、
虜
衆

崩
潰
し
、
単
于

遁
走
し
、
諸
部
を
追
撃
し
て
、
遂
に
私
渠
比
鞮
海
に
臨
む
。

し

き
ょ

ひ

て
い

…
…
。
憲

秉

燕
然
山
に
登
る
。
去
塞
を
去
る
こ
と
三
千

余
里
、
石
に
刻
し
て
功
を
勒
み
、
漢
の
威
徳
を
紀
し
、
班

き
ざ

固
を
し
て
銘
を
作
ら
し
む
。
）
」
と
見
え
る
。

［
重
刊
］
新
た
に
石
に
刻
む
。
「
刊
」
は
刻
む
。
後
漢
・
班
固

「
封
燕
然
山
銘
」
に
「
乃
遂
封
山
刊
石
、
昭
銘
盛
徳
。
（
乃

ち
遂
に
山
を
封
じ
石
に
刊
み
、
昭
ら
か
に
盛
徳
を
銘
す
。
）
」

き
ざ

あ
き

と
あ
り
、
李
善
注
に
「
刊
石
、
削
石
、
即
謂
立
銘
也
。
（
刊

石
は
、
石
を
削
る
、
即
ち
銘
を
立
つ
る
を
謂
ふ
な
り
。
）
」

と
。

還
嗤
傅
介
子

辛
苦
刺
楼
蘭

19

20

［
還
嗤
］
そ
の
上
に
あ
ざ
笑
う
。
「
嗤
」
は
嘲
笑
す
る
。
「
古

詩
十
九
首
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
十
五
に
「
愚
者
愛

惜
費
、
但
為
後
世
嗤
（
愚
者
は
費
へ
を
愛
惜
し
、
但
だ
後

つ
い

世
の
嗤
ひ
と
為
る
）
」
。

［
傅
介
子
］
？
～
前
六
五
。
北
地
郡
義
渠
の
人
。
『
漢
書
』
傅

介
子
伝
に
見
え
る
。
傅
介
子
は
大
将
軍
だ
っ
た
霍
光
に
「
楼

蘭
や
亀
茲
は
反
乱
を
繰
り
返
し
な
が
ら
処
罰
さ
れ
る
こ
と

き
う

じ

が
な
か
っ
た
た
め
、
懲
り
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
亀

茲
に
行
っ
た
時
、
王
は
人
を
近
付
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
刺
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し
殺
し
て
漢
の
威
を
示
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
」
と
進
言

し
た
と
こ
ろ
、
霍
光
は
「
亀
茲
は
遠
い
の
で
、
ま
ず
楼
蘭
で

試
し
て
み
よ
。
」
と
答
え
た
。
傅
介
子
は
財
宝
を
携
え
楼
蘭

に
赴
い
た
が
、
王
が
傅
介
子
を
近
付
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

「
介
子
陽
引
去
、
至
其
西
界
、
使
訳
謂
曰
、
『
漢
使
者
持
黄

金
錦
繍
行
賜
諸
国
、
王
不
来
受
、
我
去
之
西
国
矣
。
』
即
出

金
幣
以
示
訳
。
訳
還
報
王
、
王
貪
漢
物
、
来
見
使
者
。
介
子

与
坐
飲
，
陳
物
示
之
。
飲
酒
皆
酔
、
介
子
謂
王
曰
、
『
天
子

使
我
私
報
王
。
』
王
起
随
介
子
入
帳
中
、
屏
語
。
壮
士
二
人

従
後
刺
之
、
刃
交
胸
、
立
死
。
（
［
傅
］
介
子

陽

り
て
引

い
つ
は

き
去
り
、
其
の
西
界
に
至
り
、
訳
を
し
て
謂
は
し
め
て
曰
く
、

『
漢
の
使
者

黄
金
錦
繍
を
持
し
て
行
き
て
諸
国
に
賜
ふ
も
、

王

来
た
り
て
受
け
ず
、
我

去
り
て
西
国
に
之
か
ん
』
と
。

ゆ

即
ち
金
幣
を
出
だ
し
て
以
て
訳
に
示
す
。
訳

還
り
て
王
に

報
じ
、
王

漢
の
物
を
貪
り
、
来
た
り
て
使
者
に
見
ゆ
。

ま
み

介
子

与
に
坐
し
て
飲
み
、
物
を
陳
ね
て
之
れ
に
示
す
。

つ
ら

酒
を
飲
ん
で
皆
な
酔
ひ
、
介
子

王
に
謂
ひ
て
曰
く
、
『
天

子

我
を
し
て
私
か
に
王
に
報
ぜ
し
む
』
と
。
王

起
ち

ひ
そ

て
介
子
に
随
ひ
て
帳
中
に
入
り
、
屏
語
す
。
壮
士
二
人

後

よ
り
に
之
れ
を
刺
し
、
刃

胸
に
交
は
り
て
、
立
ち
ど
こ
ろ

に
死
す
。
）
」
王
の
首
を
持
っ
て
長
安
に
帰
還
し
た
傅
介
子

は
そ
の
功
に
よ
り
義
陽
侯
に
封
じ
ら
れ
た
。

［
楼
蘭
］
漢
魏
の
頃
、
天
山
南
路
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ロ

プ
ノ
ー
ル
湖
の
周
辺
）
に
あ
っ
た
国
の
名
。
詩
語
と
し
て
の

「
楼
蘭
」
に
つ
い
て
は
本
誌
第
五
二
号
に
「
六
朝
詩
に
見
え

る
『
楼
蘭
』
―
楽
府
『
白
馬
篇
』
を
中
心
に
―
」
で
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
。

隋
・
薛
道
衡
「
出
塞
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
辺
庭
烽
火
驚

辺
庭

烽
火

驚
き

２
挿
羽
夜
徴
兵

挿
羽

夜

兵
を
徴
す

３
少
昊
騰
金
気

少
昊

金
気
騰
り

せ
う
か
う

の
ぼ

４
文
昌
動
将
星

文
昌

将
星
動
く

５
長
駆
鞮
汗
北

長
駆
す

鞮
汗
の
北

て
い
か
ん

６
直
指
夫
人
城

直
ち
に
指
す

夫
人
の
城

７
絶
漠
三
秋
暮

漠
を
絶
る

三
秋
の
暮
れ

わ
た

８
窮
陰
万
里
生

窮
陰

万
里
に
生
ず

９
寒
夜
哀
笳
曲

寒
夜

哀
笳
の
曲

霜
天
断
雁
声

霜
天

断
雁
の
声

10
連
旗
下
鹿
塞

旗
を
連
ね
て
鹿
塞
に
下
り

11
畳
鼓
向
龍
庭

鼓
を
畳
ね
て
龍
庭
に
向
か
ふ

か
さ

12
妖
雲
墜
虜
陣

妖
雲

虜
陣
に
墜
ち

13
暈
月
遶
胡
営

暈
月

胡
営
を
遶
る

め
ぐ

14
左
賢
皆
頓
顙

左
賢

皆
な
頓
顙
し

と
ん
さ
う

15
単
于
已
繋
纓

単
于

已
に
繋
纓
す

け
い
え
い

16
絏
馬
登
玄
関

馬
を
絏
ぎ
て

玄
関
に
登
り

つ
な

17
鉤
鯤
臨
北
溟

鯤
を
鉤
け
て

北
溟
に
臨
む

こ
ん

か

18
当
知
霍
驃
騎

当
に
知
る
べ
し

霍
驃
騎
の

19
高
第
起
西
京

高
第

西
京
に
起
て
し
を

た

20【
日
本
語
訳
】
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１
辺
境
か
ら
烽
火
に
よ
る
急
の
知
ら
せ
が
届
き

２
早
馬
に
応
じ
て
夜
の
間
に
兵
を
徴
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た

３
少
昊
が
司
る
西
方
で
は
秋
の
気
配
が
立
ち
上
り

の
ぼ

４
文
昌
の
星
々
の
間
で
将
軍
の
星
が
動
き
始
め
た

５
遠
く
鞮
汗
山
の
北
に
ま
で
駆
け
付
け

６
そ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
に
范
夫
人
城
を
目
指
し
た

７
晩
秋
の
夕
暮
れ
に
砂
漠
を
渡
る
頃

８
都
を
万
里
も
離
れ
た
地
で
も
年
が
尽
き
よ
う
と
し
た

９
寒
い
夜
に
は
哀
愁
を
帯
び
た
胡
笳
の
曲
が
聞
こ
え

秋
の
空
か
ら
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
雁
の
声
が
聞
こ
え
た

10
軍
旗
を
連
ね
て
辺
境
に
赴
き

11
戦
鼓
を
連
打
し
て
匈
奴
の
聖
地
に
向
か
っ
た

12
不
吉
な
雲
が
敵
の
陣
営
に
墜
ち

13
暈
の
か
か
っ
た
月
の
光
が
敵
の
陣
営
を
囲
ん
だ

か
さ

14
匈
奴
の
貴
族
た
ち
は
皆
降
伏
し
て
ぬ
か
ず
き

15
匈
奴
の
王
も
も
は
や
捕
縛
さ
れ
て
し
ま
っ
た

16
北
の
果
て
の
地
に
馬
を
繋
い
で
休
ま
せ

17
最
北
の
海
で
伝
説
の
大
魚
を
釣
り
上
げ
た

18
今
の
世
の
霍
去
病
驃
騎
将
軍
は

19
匈
奴
を
滅
ぼ
し
た
の
だ
か
ら
、
長
安
に
立
派
な
お
屋
敷
を
構

20
え
る
だ
ろ
う

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
三
十
三
・

『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
巻
百
十
八

１
「
驚
」
、
『
英
華
』
作
「
警
」
。

９
「
笳
」
、
『
詩
紀
』
作
「
笛
」
。

「
連
旗
下
鹿
塞
」
、『
英
華
』
作
「
旌
旗
連
下
鹿
」
。
注
云
「
一

11
作
『
連
旗
下
鹿
塞
』
」
。

「
玄
関
」
、
『
英
華
』
『
詩
紀
』
並
作
「
玄
闕
」
。

17【
押
韻
】

「
驚
」「
兵
」「
生
」「
京
」
、
下
平
十
二
庚
韻
。「
星
」「
庭
」「
溟
」
、

下
平
十
五
青
韻
。「
城
」「
声
」「
営
」「
纓
」
、
下
平
十
四
清
韻
。

庚
・
清
同
用
。
青
、
独
用
。

【
語
釈
】

１
辺
庭
烽
火
驚

２
挿
羽
夜
徴
兵

［
辺
庭
］
辺
境
の
異
国
の
朝
廷
、
転
じ
て
辺
境
地
帯
。
梁
・
王

訓
「
度
関
山
」
に
「
辺
庭
多
警
急
、
羽
檄
未
曾
閑
（
辺
庭

警
急
多
く
、
羽
檄

未
だ
曾
て
閑
な
ら
ず
）
」
と
あ
り
、
呉

均
「
入
関
」
に
「
羽
檄
起
辺
庭
、
烽
火
乱
如
蛍
（
羽
檄

辺

庭
よ
り
起
こ
り
、
烽
火

乱
る
る
こ
と
蛍
の
如
し
）
」
。

［
烽
火
］
の
ろ
し
。
宋
・
鮑
照
「
出
自
薊
北
門
行
」
（
『
文
選
』

巻
二
十
八
）
に
「
羽
檄
起
辺
亭
、
烽
火
入
咸
陽
（
羽
檄

辺

亭
に
起
こ
り
、
烽
火

咸
陽
に
入
る
）
」
と
あ
り
、
李
善
注

は
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
有
寇
至
則
挙
烽
火
。
（
寇
の
至
る

有
れ
ば
則
ち
烽
火
を
挙
ぐ
。
）
」
と
あ
る
の
を
引
く
。

［
驚
］
急
速
に
発
動
す
る
。
向
島
成
美
氏
『
漢
詩
の
こ
と
ば
』

（
大
修
館
書
店

一
九
九
八
）
「
漢
魏
六
朝
詩
の
『
驚
』
に

つ
い
て
」
を
参
照
の
こ
と
。

［
挿
羽
］
羽
檄
を
い
う
。
緊
急
を
告
げ
派
兵
を
求
め
る
文
面
を
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木
の
札
に
書
き
、
至
急
の
意
を
表
す
た
め
に
鳥
の
羽
を
挟
ん

だ
。
『
史
記
』
陳
豨
伝
に
「
上
曰
、
『
非
若
所
知
。
陳
豨
反
、

邯
鄲
以
北
皆
豨
有
、
吾
以
羽
檄
徴
天
下
兵
』
。
（
上

曰
く
、

『

若

の
知
る
所
に
非
ず
。
陳
豨

反
き
、
邯
鄲
以
北
は
皆

な
ん
ぢ

そ
む

な
豨
の
有
、
吾
れ

羽
檄
を
以
て
天
下
の
兵
を
徴
せ
ん
』

と
。
）
」
と
あ
り
、
『
集
解
』
に
「
『
魏
武
帝
奏
事
』
曰
、
『
今

辺
有
小
警
、
輒
露
檄
挿
羽
、
飛
羽
檄
之
意
也
』
。
駰
案
、
推

其
言
、
則
以
鳥
羽
挿
檄
書
、
謂
之
羽
檄
、
取
其
急
速
若
飛
鳥

也
。（
『
魏
武
帝
奏
事
』
に
曰
く
、『
今

辺
に
小
警
有
れ
ば
、

輒
ち
露
檄
に
羽
を
挿
す
は
、
羽
檄
を
飛
ば
さ
ん
と
す
る
の
意

な
り
』
と
。
駰

案
ず
る
に
、
其
の
言
よ
り
推
せ
ば
、
則
ち

鳥
の
羽
を
以
て
檄
書
に
挿
す
、
之
れ
を
羽
檄
と
謂
ひ
、
其
の

急
速
な
る
こ
と
飛
鳥
の
若
き
に
取
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

３
少
昊
騰
金
気

４
文
昌
動
将
星

［
少
昊
］
太
古
の
伝
説
上
の
皇
帝
。
死
後
、
西
方
を
司
る
神
と

さ
れ
た
。
こ
こ
は
西
方
の
意
で
用
い
る
。
五
行
説
で
は
金
に

方
位
は
西
が
、
季
節
は
秋
が
配
当
さ
れ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』

昭
公
十
七
年
に
「
郯
子
曰
、
『
我
高
祖
少
皞
摯
之
立
也
、
鳳

鳥
適
至
。
故
紀
於
鳥
、
為
鳥
師
而
鳥
名
』
。
（
郯
子

曰
く
、

た
ん

し

『
我
が
高
祖

少
皞

摯
の
立
つ
や
、
鳳
鳥

適
に
至
る
。

ま
さ

故
に
鳥
に
紀
し
、
鳥
師
と
為
し
て
鳥
も
て
名
づ
く
』
と
。
）
」

と
あ
り
、
杜
預
注
に
「
少
皞
、
金
天
氏
、
黄
帝
之
子
、
己
姓

之
祖
也
。（
少
皞
、
金
天
氏
、
黄
帝
の
子
、
己
姓
の
祖
な
り
。
）
」

と
。
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
孟
秋
に
「
孟
秋
之
月
、
日
在
翼
、

昏
斗
中
、
旦
畢
中
、
其
日
庚
辛
、
其
帝
少
皞
。（
孟
秋
の
月
、

日

翼
に
在
り
、
昏
に
斗

中
し
、

旦

に
畢

中
し
、
其

く
れ

あ
し
た

の
日
は
庚
辛
、
其
の
帝
は
少
皞
。
）
」
と
あ
り
、
高
誘
注
に

「
少
皞
、
帝
嚳
之
子
摯
兄
也
。
以
金
徳
王
天
下
、
号
為
金
天

氏
、
死
配
金
、
為
西
方
金
徳
之
帝
。
（
少
皞
、
帝
嚳
の
子

て
い
こ
く

摯
の
兄
な
り
。
金
徳
を
以
て
天
下
に
王
た
り
、
号
し
て
金
天

氏
と
為
し
、
死
し
て
金
に
配
さ
れ
、
西
方
金
徳
の
帝
と
為

る
。
）
」
と
。

［
金
気
］
五
行
説
で
金
の
気
質
。
ま
た
、
金
が
秋
に
配
当
さ
れ

る
こ
と
か
ら
秋
の
気
配
。
梁
・
簡
文
帝
「
倡
婦
怨
情
詩
十
二

韻
」
（
『
玉
台
』
巻
七
）
に
「
玉
関
駆
夜
雪
、
金
気
落
厳
霜

（
玉
関

夜
雪
に
駆
り
、
金
気

厳
霜
落
つ
）
」
と
。

［
文
昌
］
星
座
の
名
。
六
つ
の
星
か
ら
成
り
、
北
斗
七
星
の
近

く
に
あ
り
、
半
月
の
形
に
並
ぶ
。
『
史
記
』
天
官
書
に
「
斗

魁
戴
匡
六
星
曰
文
昌
宮
。
一
曰
上
将
、
二
曰
次
将
、
三
曰
貴

相
、
四
曰
司
命
、
五
曰
司
中
、
六
曰
司
禄
。
（
斗
魁
戴
匡
の

六
星
を
文
昌
宮
と
曰
ふ
。
一
に
曰
く
上
将
、
二
に
曰
く
次
将
、

三
に
曰
く
貴
相
、
四
に
曰
く
司
命
、
五
に
曰
く
司
中
、
六
に

曰
く
司
禄
。
）
」

［
将
星
］
将
軍
を
象
徴
す
る
星
。
『
晋
書
』
天
文
志
下
に
「
（
元

帝
太
興
）
三
年
五
月
戊
子
、
太
白
入
太
微
、
又
犯
上
将
星
。

（
三
年
五
月
戊
子
、
太
白

太
微
に
入
り
、
又
た
上
将
星
を

犯
す
。
）
」
と
見
え
る
。

５
長
駆
鞮
汗
北

６
直
指
夫
人
城

［
長
駆
］
遠
く
か
ら
駆
け
付
け
る
。
魏
・
曹
植
「
名
都
篇
」（
『
文

選
』
巻
二
十
七
）
に
「
攬
弓
捷
鳴
鏑
、
長
駆
上
南
山
（
弓
を
攬と
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り
て
鳴
鏑
を

捷

み
、
長
駆
し
て
南
山
に
上
る
）
」
と
。

さ
し
は
さ

［
鞮
汗
］
山
名
。
今
の
モ
ン
ゴ
ル
国
の
南
部
。
『
漢
書
』
李
陵

伝
に
「
漢
軍
南
行
、
未
至
鞮
汗
山
、
一
日
五
十
万
矢
皆
尽
、

即
棄
車
去
。
（
漢
軍

南
行
し
、
未
だ
鞮
汗
山
に
至
ら
ず
、

一
日
に
し
て
五
十
万
の
矢

皆
な
尽
き
、
即
ち
車
を
棄
て
て

去
る
。
）
」

［
直
指
］
真
っ
直
ぐ
に
赴
く
。
『
後
漢
書
』
朱
雋
伝
に
「
故
相

率
厲
、
簡
選
精
悍
、
堪
能
深
入
、
直
指
咸
陽
。（
故
に
相
ひ
率ひ
き

ゐ
厲
ま
し
、
精
悍
に
し
て
、
能
く
深
く
入
る
に
堪
へ
た
る

は
げ

を
簡
選
し
、
直
ち
に
咸
陽
を
指
す
。
）
」
と
あ
る
。

［
夫
人
城
］
范
夫
人
城
の
こ
と
。
今
の
モ
ン
ゴ
ル
国
内
に
あ
っ

た
。
『
漢
書
』
匈
奴
伝
上
に
「
漢
軍
乗
勝
追
北
、
至
范
夫
人

城
。
（
漢
軍

勝
ち
に
乗
じ
て
北
ぐ
る
を
追
ひ
、
范
夫
人
城

に

に
至
る
。
）
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
は
応
劭
を
引
き
「
本
漢

将
築
此
城
。
将
亡
、
其
妻
率
余
衆
完
保
之
、
因
以
為
名
也
。

（
本
と
漢
の
将

此
の
城
を
築
く
。
将

亡
し
、
其
の
妻

し

余
衆
を
率
ゐ
て
之
れ
を
完
保
し
、
因
り
て
以
て
名
と
為
す
な

り
。
）
」
と
あ
る
。

７
絶
漠
三
秋
暮

８
窮
陰
万
里
生

［
絶
漠
］
砂
漠
を
横
切
る
。
『
後
漢
書
』
西
域
伝
序
に
「
浮
河

絶
漠
、
窮
破
虜
庭
。
（
河
に
浮
か
び
漠
を
絶
り
、
虜
庭
を
窮

わ
た

破
す
。
）
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
沙
土
曰
漠
、
直
度
曰
絶

也
。
（
沙
土
を
漠
と
曰
ひ
、
直
ち
に
度
る
を
絶
と
曰
ふ
な

た
だ

わ
た

り
。
）
」
と
い
う
。
ま
た
、
宋
・
顔
延
之
「
従
軍
行
」
に
「
横

海
咸
飛
驪
、
絶
漠
皆
控
弦
（
海
を
横
ぎ
る
は
咸
な
飛
驪
、
漠

み

を
絶
る
は
皆
な
控
弦
）
」
。

こ
う
げ
ん

［
三
秋
］
秋
。
七
月
を
孟
秋
、
八
月
を
仲
秋
、
九
月
を
季
秋
と

い
い
、
合
わ
せ
て
三
秋
と
い
う
。
宋
・
謝
恵
連
（
『
楽
府
詩

集
』
巻
三
十
二
、
作
謝
霊
運
）
「
燕
歌
行
」
に
「
四
時
推
遷

迅
不
停
。
三
秋
蕭
瑟
葉
辞
茎
（
四
時

推
遷
し

迅
く
し

は
や

て
停
ま
ら
ず
、
三
秋

蕭
瑟
と
し
て

葉

茎
を
辞
す
）
」
。

と
ど

［
窮
陰
］
冬
が
終
わ
り
年
が
尽
き
る
時
。
宋
・
鮑
照
「
舞
鶴
賦
」

（
『
文
選
』
巻
十
四
）
に
「
於
是
窮
陰
殺
節
、
急
景
凋
年
。

（
是
に
於
い
て
窮
陰
殺
節
、
急
景
凋
年
。
）
」
と
あ
り
、
李

き
ふ
け
い
て
う
ね
ん

善
注
は
「
『
礼
記
』
曰
、
『
季
冬
之
月
、
日
窮
於
次
』
。
『
神

農
本
草
経
』
曰
、
『
秋
冬
為
陰
』
。
（
『
礼
記
』
に
曰
く
、
『
季

冬
の
月
、
日

次
に
窮
ま
る
』
と
。
『
神
農
本
草
経
』
に
曰

じ

き
は

く
、
『
秋
冬
を
陰
と
為
す
』
。
）
」
と
す
る
。
『
礼
記
』
は
「
月

令
」
。
『
神
農
本
草
経
』
は
佚
文
。

［
万
里
生
］
万
里
に
わ
た
っ
て
発
生
す
る
。
梁
・
江
淹
「
従
冠

軍
建
平
王
登
廬
山
香
爐
峯
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
二
）
に
「
日

落
長
沙
渚
、
曾
陰
万
里
生
（
日
は
長
沙
の
渚
に
落
ち
、
曾
陰

万
里
に
生
ず
）
」
と
。
「
曾
陰
」
は
重
な
り
合
っ
て
層
に

な
っ
た
雲
。

９
寒
夜
哀
笳
曲

霜
天
断
雁
声

10

［
寒
夜
］
秋
ま
た
は
冬
の
寒
い
夜
。
東
晋
・
陶
潜
「
怨
詩
楚
調

示
龐
主
簿
和
鄧
治
中
」
に
「
夏
日
長
抱
飢
、
寒
夜
無
被
眠
（
夏

日

長
に
飢
ゑ
を
抱
き
、
寒
夜

被
無
く
し
て
眠
る
）
」
と
。

つ
ね

［
哀
笳
］
胡
笳
の
哀
切
な
響
き
。
胡
笳
は
葦
の
葉
を
巻
い
て
作

っ
た
笛
。
梁
・
庾
肩
吾
「
登
城
北
望
」
詩
に
「
霜
戈
曜
壠
日
、
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哀
笳
断
塞
風
（
霜

戈

壟
日
に

曜

き
、
哀
笳

塞
風
に

さ
う
く
わ

ろ
う
じ
つ

か
が
や

断
た
る
）
」
と
あ
る
。

［
霜
天
］
空
気
が
澄
み
わ
た
っ
た
秋
の
空
。
梁
簡
文
帝
「
詠
雲
」

詩
に
「
浮
雲
舒
五
色
、
瑪
瑙
応
霜
天
（
浮
雲

五
色
を
舒
べ
、

の

瑪
瑙

霜
天
に
応
ず
）
」
。

め

の
う

［
断
雁
声
］
「
断
雁
」
は
、
群
れ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
雁
。

六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
雁
声
」
は
雁

の
鳴
き
声
。
梁
・
沈
約
「
歳
暮
愍
衰
草
」
に
「
流
蛍
暗
明
燭
、

雁
声
断
纔
続
（
流
蛍

明
燭
暗
く
、
雁
声

断
え
て
纔
か

わ
づ

に
続
ぐ
）
」
と
。

つ

連
旗
下
鹿
塞

畳
鼓
向
龍
庭

11

12

「
連
旗
］
旗
や
幟
が
連
な
る
こ
と
。
し
ば
し
ば
軍
の
盛
ん
な
様

を
形
容
す
る
。
北
周
・
王
褒
「
奉
和
趙
王
途
中
五
韻
」
詩
（
庾

信
の
集
に
も
収
め
る
が
、
『
古
詩
紀
』
巻
百
二
十
五
は
「
『
芸

文
』
云
、
『
王
褒
作
。
庾
集
載
此
。
疑
誤
収
也
』
。
（
『
芸
文
』

云
ふ
、
『
王
褒
の
作
。
庾
集

此
れ
を
載
す
。
疑
ふ
ら
く

は
誤
り
て
収
め
し
な
ら
ん
』
と
。
）
」
と
す
る
。
）

［
鹿
塞
］
辺
塞
を
い
う
。
隋
煬
帝
楊
広
「
雲
中
受
突
厥
主
朝
宴

席
賦
詩
」
に
も
「
鹿
塞
鴻
旗
駐
、
龍
庭
翠
輦
回
（
鹿
塞
に

鴻
旗

駐
ま
り
、
龍
庭
に

翠
輦

回
る
）
」
と
見
え
る
。

［
畳
鼓
］
太
鼓
を
急
速
に
小
刻
み
に
叩
く
。
斉
・
謝
朓
「
鼓
吹

曲
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
凝
笳
翼
高
蓋
、
畳
鼓
送

華
輈
（
笳
を
凝
ら
し
て
高
蓋
を
翼
り
、
鼓
を
畳
ね
て
華
輈

お
く

か
さ

く
ゎ
ち
う

を
送
る
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
小
撃
鼓
謂
之
畳
。
（
小

さ
く
鼓
を
撃
つ

之
れ
を
畳
と
謂
ふ
。
）
」
と
あ
る
。

［
龍
庭
］
匈
奴
の
王
で
あ
る
単
于
が
鬼
神
を
祭
る
と
こ
ろ
。『
後

漢
書
』
竇
憲
伝
に
「
躡
冒
頓
之
区
落
、
焚
老
上
之
龍
庭
。（
冒

頓
の
区
落
を
躡
み
、
老
上
の
龍
庭
を
焚
く
。
）
」
と
あ
り
、

ふ

や

李
賢
注
に
「
匈
奴
五
月
大
会
龍
庭
、
祭
其
先
・
天
地
・
鬼
神
。

（
匈
奴

五
月

大
い
に
龍
庭
に
会
し
、
其
の
先
・
天
地
・

鬼
神
を
祭
る
。
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
斉
・
謝
朓
「
永
明
楽
」

十
首
其
五
に
「
化
洽
鯷
海
君
、
恩
変
龍
庭
長
（
化
は
鯷
海

て
い
か
い

の
君
を

洽

し
、
恩
は
龍
庭
の
長
を
変
ふ
）
」
と
。

う
る
ほ

妖
雲
墜
虜
陣

暈
月
遶
胡
営

13

14

［
妖
雲
］
邪
悪
な
雲
。
六
朝
詩
で
は
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な

い
。
楊
素
「
出
塞
」
に
も
「
長
平
翼
大
風
、
雲
横
虎
落
陣
（
長

平

大
風
に
翼
け
ら
る
、
雲
は
横
た
は
る

虎
落
の
陣
）
」

た
す

と
敵
陣
に
不
吉
な
雲
が
漂
う
様
が
描
か
れ
て
い
た
。

［
虜
陣
］
西
北
の
遊
牧
民
族
が
構
え
た
陣
地
。
宋
・
鮑
照
「
出

自
薊
北
門
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
厳
秋
筋
竿
勁
、

虜
陣
精
且
強
（
厳
秋

筋
竿

勁
く
、
虜
陣

精
に
し
て

つ
よ

且
つ
強
し
）
」
と
あ
る
。

［
暈
月
］
暈
が
か
か
っ
た
月
。
『
史
記
』
天
官
書
に
「
平
城
之

か
さ

囲
、
月
暈
参
・
畢
七
重
。
（
平
城
の
囲
み
に
、
月

参
・
畢

に
暈
す
る
こ
と
七
重
。
）
」
と
い
い
、
梁
簡
文
帝
「
隴
西
行
」

う
ん

三
首
其
一
に
「
月
暈
抱
龍
城
、
星
流
照
馬
邑
（
月
暈

龍
城

を
抱
き
、
星
流

馬
邑
を
照
ら
す
）
」
と
あ
る
。

［
胡
営
］
遊
牧
民
族
の
陣
営
。
「
虜
陣
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
だ

ろ
う
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
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左
賢
皆
頓
顙

単
于
已
繋
纓

15

16

［
左
賢
］
匈
奴
の
貴
族
の
称
号
。
左
賢
王
、
右
賢
王
が
あ
っ
た
。

『
史
記
』
李
将
軍
列
伝
に
「
匈
奴
左
賢
王
将
四
万
騎
囲
広
。

（
匈
奴
の
左
賢
王

四
万
騎
を
将
ゐ
て
広
を
囲
む
。
）
」
と

ひ
き

見
え
、
梁
・
范
雲
「
効
古
」
詩
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
に

「
朝
駆
左
賢
陣
、
夜
薄
休
屠
営
（
朝
に
は
左
賢
の
陣
に
駆
け
、

夜
に
は
休
屠
の
営
に
薄
る
）
」
と
あ
る
。

せ
ま

［
頓
顙
］
跪
い
て
ひ
れ
伏
す
。
降
伏
の
意
志
を
表
す
。『
国
語
』

呉
語
に
「
句
践
用
帥
二
三
之
老
、
親
委
重
罪
、
頓
顙
於
辺
。

（
句
践

用
て
二
三
の
老
を
帥
ゐ
、
親

ら
重
罪
に
委
ね
て
、

も
っ

ひ
き

み
づ
か

辺
に
頓
顙
す
。
）
」
と
あ
る
。
六
朝
詩
に
は
あ
ま
り
用
例
は

な
い
が
、
隋
煬
帝
「
雲
中
受
突
厥
主
朝
宴
席
賦
詩
」
に
「
呼

韓
頓
顙
至
、
屠
耆
接
踵
来
（
呼
韓

頓
顙
し
て
至
り
、
屠
耆

と

き

踵

を
接
し
て
来
た
る
）
」
と
見
え
る
。

き
び
す

［
繋
纓
］
人
を
縄
で
縛
る
。
「
繋
」
は
「
羈
」
に
通
じ
、
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
。
「
纓
」
は
人
を
つ
な
ぐ
縄
。
『
漢
書
』
終
軍

伝
に
「
軍
自
請
、『
願
受
長
纓
、
必
羈
南
越
王
而
致
之
闕
下
』
。

（
軍

自
ら
『
願
は
く
は
長
纓
を
受
け
、
必
ず
南
越
王
を
羈つ
な

ぎ
て
之
れ
を
闕
下
か
に
致
さ
ん
こ
と
を
』
と
請
ふ
。
）
」
と
。

絏
馬
登
玄
関

鉤
鯤
臨
北
溟

17

18

［
絏
馬
］
馬
に
縄
を
つ
な
ぐ
。
「
絏
」
は
「
緤
」
に
通
じ
る
。

せ
つ

せ
つ

『
楚
辞
』
離
騒
に
「
朝
吾
将
済
於
白
水
兮
、
登
閬
風
而
緤
馬

（
朝
に
吾

将
に
白
水
を
済
り
、
閬
風
に
登
り
て
馬
を
緤

わ
た

つ
な

が
ん
と
す
）
」
と
あ
り
、
王
逸
注
に
「
緤
、
繋
也
。
…
。
緤
、

一
作
絏
。
」
と
。

［
玄
関
］
仏
道
に
入
る
入
口
を
い
う
が
、
こ
こ
は
次
句
の
「
北

溟
」
と
対
で
あ
る
か
ら
、
『
文
苑
英
華
』
が
作
る
「
玄
闕
」

の
意
で
用
い
る
と
思
う
。
「
玄
闕
」
は
北
の
果
て
の
地
。
『
史

記
』
司
馬
相
如
伝
に
「
遺
屯
騎
於
玄
闕
兮
、
軼
先
駆
於
于
寒

門
。
（
屯
騎
を
玄
闕
に
遺
し
、
先
駆
を
寒
門
に
軼
す
。
）
」
と

と
ん

き

の
こ

い
つ

あ
り
、
『
集
解
』
は
『
漢
書
音
義
』
を
引
い
て
「
玄
闕
、
北

極
之
山
。
」
と
す
る
。

［
鉤
鯤
］
伝
説
の
大
魚
、
鯤
を
釣
り
上
げ
る
。
『
荘
子
』
逍
遥

遊
に
「
北
冥
有
魚
、
其
名
為
鯤
。
鯤
之
大
、
不
知
其
幾
千
里

也
。
（
北
冥
に
魚
有
り
、
其
の
名
を
鯤
と
為
す
。
鯤
の
大
い

さ
、
其
の
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

「
鉤
」
は
鉤
に
引
っ
掛
け
る
。

か
ぎ

［
北
溟
］「
北
冥
」
と
も
。
北
の
果
て
に
あ
る
と
さ
れ
た
大
海
。

当
知
霍
驃
騎

高
第
起
西
京

19

20

［
霍
驃
騎
］
漢
の
英
雄
、
霍
去
病
。
前
一
四
〇
～
一
一
七
。
武

帝
の
行
っ
た
対
匈
奴
戦
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。「
驃

騎
」
は
将
軍
の
名
。『
史
記
』
驃
騎
列
伝
に
「
元
狩
二
年
春
、

以
冠
軍
侯
去
病
為
驃
騎
将
軍
。
（
元
狩
二
年
春
、
冠
軍
侯
去

病
を
以
て
驃
騎
将
軍
と
為
す
。
）
」
と
見
え
る

［
高
第
］
一
般
的
に
は
官
吏
と
し
て
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
言
う

が
、
こ
こ
は
『
史
記
』
驃
騎
列
伝
に
「
天
子
為
治
第
、
令
驃

騎
視
之
、
対
曰
、
『
匈
奴
未
滅
、
無
以
家
為
也
』
。
（
天
子

為
に
第
を
治
め
、
驃
騎
を
し
て
之
れ
を
視
し
む
る
に
、
対
へ

て
曰
く
、
『
匈
奴

未
だ
滅
び
ず
、
家
を
以
て
為
す
無
き
な

り
』
と
。
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
立
派
な
邸
宅
の
こ
と
。
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「
第
」
は
や
し
き
。

［
西
京
］
東
の
洛
陽
に
対
し
て
長
安
を
い
う
。

隋
・
虞
世
基
「
出
塞
」
二
首
其
一

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
窮
秋
塞
草
腓

窮
秋

塞
草

腓
と
し
て

ひ

２
塞
外
胡
塵
飛

塞
外

胡
塵

飛
ぶ

３
徴
兵
広
武
至

徴
兵

広
武
に
至
り

４
候
騎
陰
山
帰

候
騎

陰
山
に
帰
る

５
廟
堂
千
里
策

廟
堂

千
里
の
策

６
将
軍
百
戦
威

将
軍

百
戦
の
威

７
轅
門
臨
玉
帳

轅
門

玉
帳
に
臨
み

ゑ
ん
も
ん

８
大
旆
指
金
微

大
旆

金
微
を
指
す

た
い
は
い

９
摧
朽
無
勍
敵

朽
ち
た
る
を
摧
く
に

勍
敵
無
く

く
だ

け
い
て
き

応
変
有
先
機

変
に
応
じ
て

先
機
有
り

10
銜
枚
圧
暁
陣

枚
を
銜
み
て

暁
陣
を
圧
し

ば
い

ふ
く

11
巻
甲
解
朝
囲

甲
を
巻
き
て

朝
囲
を
解
く

12
瀚
海
波
瀾
静

瀚
海

波
瀾

静
か
に

か
ん
か
い

13
王
庭
氛
霧
晞

王
庭

氛
霧

晞
く

ふ
ん

む

か
わ

14
鼓
鼙
厳
朔
気

鼓
鼙

朔
気
厳
し
く

こ

へ
い

15
原
野
曀
寒
暉

原
野

寒
暉
曀
る

か
ん

き

く
も

16
勳
庸
震
辺
服

勳
庸

辺
服
を
震
は
せ

17
歌
吹
入
京
畿

歌
吹

京
畿
に
入
る

18
待
拝
長
平
坂

拝
せ
ら
る
る
を
待
つ

長
平
の
坂

19
鳴
騶
入
礼
闈

鳴
騶

礼
闈
に
入
る

め
い
す
う

れ
い

ゐ

20

【
日
本
語
訳
】

１
秋
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
、
辺
塞
の
草
木
は
し
お
れ

２
国
境
の
砦
の
外
で
は
匈
奴
の
騎
兵
が
起
こ
す
砂
塵
が
風
に
舞

っ
た

３
徴
発
さ
れ
た
兵
士
た
ち
は
広
武
に
到
着
し

４
匈
奴
の
斥
候
は
陰
山
へ
と
帰
っ
て
い
く
。

５
朝
廷
に
は
千
里
も
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
勝
敗
を
決
す
る
策
略

が
あ
り

６
将
軍
に
は
百
戦
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
者
の
威
厳
が
備
わ
っ

て
い
る

７
遠
征
軍
の
陣
営
は
建
康
の
玉
帳
山
に
迫
り

８
勢
い
盛
ん
な
軍
の
御
旗
は
北
の
金
微
山
を
目
指
し
た

９
強
い
敵
が
い
な
い
の
で
、
腐
っ
た
木
を
砕
く
よ
う
な
も
の

情
勢
の
変
化
に
機
敏
に
応
じ
て
、
先
制
の
チ
ャ
ン
ス
を
握
っ

10
た夜

明
け
前
、
横
木
を
口
に
く
わ
え
て
敵
陣
を
圧
倒
し

11
明
け
方
、
よ
ろ
い
を
巻
き
上
げ
て
急
行
し
敵
の
包
囲
を
突
破

12
し
た

瀚
海
の
砂
漠
で
は
波
乱
が
収
ま
っ
て
静
か
に

13
単
于
の
居
処
で
は
霧
が
晴
れ
た

14
北
の
冷
た
い
気
配
が
さ
し
迫
る
頃
、
軍
中
の
太
鼓
が
鳴
り
渡

15
り何

も
な
く
広
い
平
地
で
は
冬
の
冷
た
い
太
陽
が
光
を
奪
わ
れ

16
た辺

境
の
地
を
震
撼
さ
せ
て
立
派
な
功
績
を
挙
げ

17
人
々
の
喜
び
の
声
と
共
に
都
に
凱
旋
し
た

18
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長
平
坂
で
天
子
の
お
声
が
掛
か
る
の
を
待
っ
て
い
る
と

19
お
供
の
騎
兵
が
尚
書
省
へ
と
駆
け
込
ん
で
い
っ
た

20【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
三
十
四

８
「
微
」
、
『
英
華
』
作
「
徽
」
。

９
「
勍
」
、
『
詩
紀
』
作
「
勁
」
。

「
服
」
、
『
英
華
』
作
「
塞
」
。

17
「
長
平
」
、
『
英
華
』
作
「
長
安
」
。

19【
押
韻
】

「
腓
」「
飛
」「
帰
」「
威
」「
微
」「
機
」「
囲
」「
晞
」「
暉
」「
畿
」

「
闈
」
、
上
平
八
微
韻
。

【
作
者
】

五
五
二
？
～
六
一
八
。
陳
及
び
隋
の
政
治
家
。
字
は
茂
世
。

会
稽
余
姚
（
浙
江
省
余
姚
市
）
の
人
。
父
の
茘
は
陳
代
の
文
人
、

弟
は
「
初
唐
の
三
大
家
」
の
一
人
と
し
て
著
名
な
書
家
、
虞
世

南
。
陳
の
宣
帝
の
太
建
の
初
め
頃
、
弟
世
南
と
と
も
に
顧
野
王

に
師
事
し
、
若
く
し
て
博
学
、
草
隷
を
善
く
し
、
孔
奐
や
徐
陵

の
知
る
所
と
な
っ
た
。
太
建
四
年
頃
、
陳
の
建
安
王
の
法
曹
参

軍
と
な
り
、
太
子
中
庶
子
、
尚
書
左
丞
を
歴
任
し
た
。
陳
が
滅

び
る
と
、
隋
に
仕
え
て
通
直
郎
と
な
っ
た
が
、
家
が
貧
し
か
っ

た
の
で
、
書
物
を
書
写
し
て
家
族
を
養
っ
た
。
煬
帝
が
即
位
す

る
と
内
史
侍
郎
に
抜
擢
さ
れ
、
政
権
の
中
心
を
担
っ
た
。
大
業

八
（
六
一
二
）
年
の
高
句
麗
遠
征
の
際
に
は
金
紫
光
禄
大
夫
に

昇
進
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
煬
帝
の
失
政
が
続
く
よ
う
に
な
り
、

煬
帝
が
宇
文
化
及
に
殺
さ
れ
る
と
、
世
基
も
同
じ
く
殺
さ
れ
た
。

【
語
釈
】

１
窮
秋
塞
草
腓

２
塞
外
胡
塵
飛

［
窮
秋
］
晩
秋
。
秋
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
頃
。
宋
・
鮑
照
「
代

白
紵
曲
」
二
首
（
『
玉
台
』
巻
九
作
「
代
白
紵
舞
歌
辞
」
）

其
一
に
「
窮
秋
九
月
荷
葉
黄
、
北
風
駆
雁
天
雨
霜
（
窮
秋

九
月

荷
葉

黄
な
り
、
北
風

雁
を
駆
り

天

霜
を
雨ふ

ら
す
）
」
と
。

［
塞
草
腓
］
「
塞
草
」
は
辺
塞
の
地
に
生
え
た
草
。
鮑
照
「
蕪

城
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
一
）
に
「
白
楊
早
落
、
塞
草
前
衰
。

（
白
楊

早
く
落
ち
、
塞
草

前
に
衰
ふ
。
）
」
と
あ
り
、

李
善
注
は
「
李
陵
書
曰
、
『
涼
秋
九
月
、
塞
外
草
衰
』
。
（
李

陵
の
書
に
曰
く
、
『
涼
秋
九
月
、
塞
外

草

衰
ふ
』
。
）
」

と
「
答
蘇
武
書
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
一
）
を
引
く
。
「
腓
」

は
草
木
が
し
お
れ
る
こ
と
。
梁
・
沈
約
「
留
真
人
東
山
還
」

詩
に
「
寥
戻
野
風
急
、
芸
黄
秋
草
腓
（
寥
戻
と
し
て

野

れ
う
れ
い

風

急
に
、
芸

黄

と
し
て

秋
草

腓
た
り
」（
「
腓
」
、『
芸

う
ん
く
ゎ
う

文
類
聚
』
巻
七
作
「
肥
」
。
）
と
あ
る
。

［
胡
塵
飛
］
「
胡
塵
」
は
西
北
の
遊
牧
民
族
が
兵
馬
を
動
か
し

て
生
ず
る
砂
塵
。
斉
・
孔
稚
珪
「
白
馬
篇
」
に
「
虜
騎
四
山

合
、
胡
塵
千
里
驚
（
虜
騎

四
山
に
合
し
、
胡
塵

千
里
に

驚
く
）
」
と
。
「
飛
」
は
砂
塵
が
風
に
吹
か
れ
て
盛
ん
に
立

ち
上
る
様
を
形
容
す
る
。
隋
煬
帝
楊
広
「
白
馬
篇
」
（
『
英

華
』
巻
二
百
九
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
六
十
三
作
孔
稚
珪
「
白
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馬
篇
」
。
）
に
「
塵
飛
戦
鼓
急
、
風
交
征
旆
揚
（
塵

飛
び

て

戦
鼓

急
に
、
風

交
じ
り
て

征
旆

揚
が
る
）
」

と
あ
る
。

３
徴
兵
広
武
至

４
候
騎
陰
山
帰

［
徴
兵
］
次
句
の
「
候
騎
」
と
対
な
の
で
、
こ
こ
は
徴
発
さ
れ

た
兵
士
の
意
。
薛
道
衡
「
出
塞
」
二
首
其
二
に
も
「
辺
庭
烽

火
驚
、
挿
羽
夜
徴
兵
（
辺
庭

烽
火

驚
き
、
挿
羽

夜

兵
を
徴
す
）
」
と
あ
っ
た
。

［
広
武
］
漢
代
の
県
名
。
前
漢
に
は
太
原
郡
に
属
し
、
後
漢
に

は
雁
門
郡
に
属
し
た
。
山
西
省
忻
州
市
代
県
。
『
漢
書
』
劉

き
ん

敬
伝
に
「
械
繋
敬
広
武
。
（
敬
を
広
武
に
械
繋
す
。
）
」
と
あ

り
、
顔
師
古
注
は
「
広
武
、
県
名
。
属
雁
門
。
」
と
す
る
。

こ
の
地
に
は
雁
門
関
が
あ
り
、
北
方
の
遊
牧
民
族
の
南
下
を

防
ぐ
要
衝
の
地
だ
っ
た
。
鮑
照
「
出
自
薊
北
門
行
」
（
『
文

選
』
巻
二
十
八
）
に
「
羽
檄
起
辺
亭
、
烽
火
入
咸
陽
。
徵
騎

屯
広
武
、
分
兵
救
朔
方
（
羽
檄

辺
亭
に
起
こ
り
、
烽
火

咸
陽
に
入
る
。
騎
を
徵
し
て
広
武
に
屯
め
、
兵
を
分
か
ち

あ
つ

て
朔
方
を
救
ふ
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
漢
書
』
地
理
志

上
を
引
い
て
「
太
原
郡
有
広
武
県
。
」
と
す
る
。

［
候
騎
］
偵
察
を
任
務
と
す
る
騎
兵
。
『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に

「
漢
孝
文
皇
帝
十
四
年
、
匈
奴
単
于
十
四
万
騎
入
朝
那
・
蕭

関
、
殺
北
地
都
尉
卬
、
虜
人
民
畜
産
甚
多
、
遂
至
彭
陽
。
使

奇
兵
入
焼
回
中
宮
、
候
騎
至
雍
甘
泉
。
（
漢
の
孝
文
皇
帝
十

四
年
、
匈
奴
の
単
于

十
四
万
騎

朝
那
・
蕭
関
に
入
り
、

ぜ
ん

う

て
う

だ

北
地
都
尉
卬
を
殺
し
、
人
民
畜
産
を

虜

に
す
る
こ
と
甚
だ

が
う

と
り
こ

多
く
、
遂
に
彭
陽
に
至
る
。
奇
兵
を
し
て
入
り
て
回
中
宮
を

焼
か
し
め
、
候
騎

雍
の
甘
泉
に
至
る
。
）
」
と
あ
り
、
『
索

隠
』
は
「
崔
浩
云
、
『
候
、
邏
騎
』
。
（
崔
浩

云
ふ
、
『
候
、

邏
騎
な
り
』
。
」
と
す
る
。
詩
で
は
梁
・
何
遜
「
見
征
人
分

別
」
詩
に
「
候
騎
出
蕭
関
、
追
兵
赴
馬
邑
（
候
騎

蕭
関
を

出
で
、
追
兵

馬
邑
に
赴
く
）
」
。

［
陰
山
］
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
中
央
部
、
黄
河
の
北
側
を
走
る

山
脈
。
北
辺
の
防
御
ラ
イ
ン
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

晋
・
陸
機
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に

「
駆
馬
陟
陰
山
、
山
高
馬
不
前
（
馬
を
駆
り
て
陰
山
に
陟の
ぼ

ら
ん
と
す
る
も
、
山

高
く
し
て

馬

前
ま
ず
）
」
と
あ

す
す

り
、
李
善
注
は
『
漢
書
』
匈
奴
伝
下
に
「
郎
中
侯
応
習
辺
事
、

以
為
不
可
許
。
上
問
状
、
応
曰
、
『
周
・
秦
以
来
、
匈
奴
暴

桀
、
寇
侵
辺
境
、
漢
興
、
尤
被
其
害
。
臣
聞
北
辺
塞
至
遼
東
、

外
有
陰
山
』
。
（
郎
中
侯
応

辺
事
に
習
れ
、
以
為
へ
ら
く

な

お

も

許
す
べ
か
ら
ず
と
。
上

状
を
問
ふ
に
、
応

曰
く
、

『
周
・
秦
以
来
、
匈
奴

暴
桀
に
し
て
、
辺
境
を
寇
侵
し
、

漢

興
る
や
、
尤
も
其
の
害
を
被
る
。
臣

北
辺
の
塞

遼

東
に
至
り
、
外
に
有
陰
山
有
り
と
聞
く
』
と
。
）
」
と
あ
る

の
を
引
く
。

５
廟
堂
千
里
策

６
将
軍
百
戦
威

［
廟
堂
］
朝
廷
。
君
主
を
中
心
と
す
る
中
央
政
府
。
詩
で
は
あ

ま
り
使
わ
れ
な
い
語
だ
が
、
魏
・
曹
植
「
嘉
禾
謳
」
に
「
献

之
廟
堂
、
以
昭
厥
霊
（
之
れ
を
廟
堂
に
献
じ
、
以
て
厥
の
霊

を
昭
ら
か
に
す
）
」
と
見
え
る
。
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［
千
里
策
］
千
里
も
離
れ
た
朝
廷
に
居
な
が
ら
に
し
て
勝
敗
を

決
す
る
策
略
。
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
「
高
祖
曰
、
『
…
。

夫
運
籌
策
帷
帳
之
中
、
決
勝
於
千
里
之
外
、
吾
不
如
子
房
』
。

（
高
祖

曰
く
、
『
…
。
夫
れ
籌
策
を
帷

帳

の
中
に
運
ら

ち
う
さ
く

ゐ

ち
ゃ
う

し
、
勝
ち
を
千
里
の
外
に
決
す
る
は
、
吾
れ

子
房
に
如
か

ず
』
と
。
）
」
。

［
百
戦
威
］
あ
ま
た
の
戦
闘
を
く
ぐ
り
抜
け
て
来
た
威
厳
。
梁
・

戴
暠
「
度
関
山
」
に
「
将
軍
一
百
戦
、
都
護
五
千
兵
」
。

７
轅
門
臨
玉
帳

８
大
旆
指
金
微

［
轅
門
］
兵
を
率
い
る
将
軍
の
陣
営
の
門
。
畳
韻
。
『
史
記
』

項
羽
本
紀
に
「
於
是
已
破
秦
軍
、
項
羽
召
見
諸
侯
将
、
入
轅

門
、
無
不
膝
行
而
前
、
莫
敢
仰
視
。
（
是
に
於
い
て
已
に
秦

軍
を
破
り
、
項
羽

諸
侯
の
将
を
召
見
す
る
に
、
轅
門
を
入

る
や
、
膝
行
し
て
前
ま
ざ
る
無
く
、
敢
へ
て
仰
ぎ
視
る
莫

し
。
）
」
と
見
え
る
。

［
玉
帳
］
山
名
。
梁
の
宮
中
に
あ
っ
た
小
さ
な
山
。
転
じ
て
南

朝
の
都
で
あ
る
建
康
を
指
す
。
北
周
・
庾
信
「
玉
帳
山
銘
」

（
『
類
聚
』
巻
七
作
庾
肩
吾
）
に
「
玉
帳
寥
郭
、
崑
山
抵
鵲
。

（
玉
帳

寥
郭
と
し
て
、
崑
山

鵲

に

抵

つ
。
）
」
と
見

か
さ
さ
ぎ

な
げ
う

え
る
。
こ
こ
は
、
楊
素
が
陳
を
滅
ぼ
す
の
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
を
い
う
。

［
大
旆
］
立
派
な
旗
。
勢
い
の
盛
ん
な
兵
を
表
す
。
畳
韻
。
六

朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
春
秋
左
氏
伝
』

僖
公
二
十
八
年
に
「
亡
大
旆
之
左
旃
。
（
大
旆
と
左
旃
之
を

さ

せ
ん

と

亡
ふ
。
）
」
と
見
え
る
。

［
金
微
］
山
名
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
。
『
後
漢
書
』
和
帝
紀

に
「
（
永
元
三
年
）
二
月
、
大
将
軍
竇
憲
遣
左
校
尉
耿
夔
出

居
延
塞
、
囲
北
単
于
於
金
微
山
、
大
破
之
、
獲
其
母
閼
氏
。

（
二
月
、
大
将
軍
竇
憲

左
校
尉
耿
夔
を
遣
は
し
て
居
延

か
う

き

塞
よ
り
出
で
、
北
単
于
を
金
微
山
に
囲
ま
し
め
、
大
い
に
之

れ
を
破
り
、
其
の
母
閼
氏
を
獲
ふ
。
）
」
と
見
え
る
。
こ
こ

え
ん

し

と
ら

は
楊
素
の
対
突
厥
戦
の
功
績
を
い
う
。

９
摧
朽
無
勍
敵

応
変
有
先
機

10

［
摧
朽
］
腐
っ
た
木
を
砕
く
。
容
易
に
で
き
る
こ
と
の
比
喩
。

語
は
『
漢
書
』
異
姓
諸
侯
王
表
序
に
「
鐫
金
石
者
難
為
功
、

摧
枯
朽
者
易
為
力
、
其
勢
然
也
。
（
金
石
を
鐫
る
者
の
功
を

ゑ

為
し
難
く
、
枯
朽
を
摧
く
者
の
力
を
為
し
易
き
は
、
其
の

く
だ

勢
ひ
の
然
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

［
勍
敵
］
強
大
な
敵
。『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
二
年
に
「
勍

敵
之
人
、
隘
而
不
列
、
天
賛
我
也
。
（
勍
敵
の
人
、
隘
に
し

て
列
せ
ざ
る
は
、
天
の
我
を
賛
く
る
な
り
。
）
」
と
あ
り
、

た
す

杜
預
注
に
「
勍
、
強
也
。
」
と
。
詩
で
は
宋
・
何
承
天
「
戦

城
南
篇
」
に
「
勍
敵
猛
、
戎
馬
殷
（
勍
敵

猛
く
、
戎
馬

殷さ
か

ん
な
り
）
」

［
応
変
］
変
化
に
順
応
す
る
。
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
非

信
廉
仁
勇
不
能
伝
兵
論
剣
、
与
道
同
符
、
内
可
以
治
身
、
外

可
以
応
変
。
（
信
廉
仁
勇
に
非
ざ
れ
ば
兵
を
伝
へ
剣
を
論
ず

る
能
は
ず
、
道
と
符
を
同
じ
く
し
、
内
は
以
て
身
を
治
む
べ

く
、
外
は
以
て
変
に
応
ず
べ
し
。
）
」
と
あ
る
。

［
先
機
］
敵
に
先
ん
ず
る
チ
ャ
ン
ス
。
『
南
斉
書
』
州
郡
志
上
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に
「
朝
廷
遺
軍
歴
陽
、
已
当
不
得
先
機
。
（
朝
廷

軍
を
歴

陽
に
遣
は
す
も
、
已
に
当
に
先
機
を
得
ざ
る
べ
し
。
）
」
と

見
え
る
。

銜
枚
圧
暁
陣

巻
甲
解
朝
囲

11

12

［
銜
枚
］
兵
や
馬
が
物
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
口
に
枚
を
く

ば
い

わ
え
る
。
「
枚
」
は
両
端
に
首
で
結
ぶ
た
め
の
紐
が
付
い
た

木
片
。
『
周
礼
』
夏
官
・
大
司
馬
に
「
遂
鼓
行
、
徒
銜
枚
而

進
。（
遂
に
鼓
行
そ
、
徒

枚
を
銜
み
て
進
む
。
）
」
と
あ
り
、

鄭
注
に
「
枚
如
箸
銜
之
。
有

繣
結
項
中
。
（
枚

箸
の
如
く

之
れ
を
銜
む
。

繣
有
り
て
項
中
に
結
ぶ
。
）
」
と
。

く
ゎ
い

［
暁
陣
］
夜
明
け
を
迎
え
た
敵
陣
。
語
と
し
て
は
梁
・
劉
孝
儀

「
和
昭
明
太
子
鍾
山
解
講
」
詩
に
「
夜
気
清
簫
管
、
暁
陣
爍

郊
原
（
夜
気

簫
管
清
く
、
暁
陣

郊
原
を
爍
く
）
」
と
見

や

え
る
が
、
こ
れ
は
朝
焼
け
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

［
巻
甲
］
速
や
か
に
移
動
す
る
た
め
に
、
よ
ろ
い
を
巻
き
上
げ

る
。
『
孫
子
』
軍
争
篇
に
「
是
故
巻
甲
而
趨
、
日
夜
不
処
、

倍
道
兼
行
、
百
里
而
争
利
、
則
擒
三
将
軍
。
（
是
の
故
に
甲

を
巻
き
て
趨
り
、
日
夜

不
ら
ず
、
道
を
倍
し
て
兼
行
し
、

は
し

百
里
に
し
て
利
を
争
へ
ば
、
則
ち
三
将
軍
を

擒

に
す
。
）
」

と
り
こ

と
あ
る
。
詩
で
は
宋
・
顔
延
之
「
従
軍
行
」
に
「
接
鏑
赴
陣

首
、
巻
甲
起
行
前
（
鏑
に
接
し
て
陣
首
に
赴
き
、
甲
を
巻
き

て
行
前
に
起
つ
）
」
と
。

［
解
朝
囲
］
朝
に
は
敵
の
包
囲
を
取
り
除
く
。
「
解
囲
」
、
『
戦

国
策
』
斉
策
に
「
故
解
斉
国
之
囲
、
救
百
姓
之
死
、
仲
連
之

説
也
。
（
故
に
斉
国
の
囲
み
を
解
き
、
百
姓
の
死
を
救
ひ
し

は
、
仲
連
の
説
な
り
。
）
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
陳

ぜ
い

丞
相
世
家
に
「
卒
至
平
城
、
為
匈
奴
所
囲
、
七
日
不
得
食
。

高
帝
用
陳
平
奇
計
、
使
単
于
閼
氏
、
囲
以
得
開
。
高
帝
既
出
、

其
計
秘
、
世
莫
得
聞
。
（
卒
に
平
城
に
至
り
、
匈
奴
の
囲
む

所
と
為
り
、
七
日

食
を
得
ず
。
高
帝

陳
平
の
奇
計
を
用

ひ
、
単
于
の
閼
氏
に
使
ひ
し
、
囲
み
以
て
開
く
を
得
た
り
。

あ
つ

し

高
帝

既
に
出
で
、
其
の
計
は
秘
し
、
世

聞
く
を
得
る
莫

し
。
）
」
と
あ
る
。

瀚
海
波
瀾
静

王
庭
氛
霧
晞

13

14

［
瀚
海
］
瀚
海
は
翰
海
、
澣
海
と
も
表
記
さ
れ
、
中
国
西
北
部

に
広
が
る
砂
漠
を
指
す
。
前
稿
に
掲
載
し
た
楊
素
「
出
塞
」

に
も
「
冠
軍
臨
瀚
海
、
長
平
翼
大
風
（
冠
軍

瀚
海
に
臨

か
ん
か
い

み
、
長
平

大
風
に
翼
け
ら
る
）
」
と
あ
っ
た
。

た
す

［
波
瀾
］
な
み
。
晋
・
陸
機
「
君
子
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十

八
）
に
「
休
咎
相
乗
躡
、
翻
覆
若
波
瀾
（
休
咎

相
ひ
乗
り
躡

の
ぼ

ふ

み
、
翻
覆

波
瀾
の
若
し
）
」
と
。

［
王
庭
］
西
北
遊
牧
民
族
の
長
が
い
る
と
こ
ろ
。
司
馬
遷
「
報

任
少
卿
書
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
一
）
に
「
（
李
陵
）
深
践
戎

馬
之
地
、
足
歴
王
庭
。
（
深
く
戎
馬
の
地
を
践
み
、
足
は
王

ふ

庭
を
歴
た
り
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
単
于
所
居
之
処
、

号
曰
王
庭
。
（
単
于
の
居
る
所
の
処
、
号
し
て
王
庭
と
曰

ふ
。
）
」
と
。

［
氛
霧
］
霧
を
い
う
が
、
世
の
混
乱
や
戦
乱
の
比
喩
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。
漢
・
劉
向
「
九
嘆
」
惜
賢
に
「
俟
時
風
之
清
激

兮
、
愈
氛
霧
其
如

塺（

時
風
の
清
激
を
て
ば
兮
、
愈
い
よ
氛
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霧
し
て
其
れ

塺
の
如
し
）
」
と
見
え
る
。

ち
り

鼓
鼙
厳
朔
気

原
野
曀
寒
暉

15

16

［
鼓
鼙
］
鼓
鞞
と
も
。
「
鼙
」
は
小
太
鼓
。
軍
中
で
も
用
い
ら

れ
た
。
転
じ
て
戦
争
を
表
す
。
晋
・
張
協
「
雑
詩
」
（
『
文

選
』
巻
二
十
九
）
十
首
其
七
に
「
出
覩
軍
馬
陣
，
入
聞
鞞
鼓

声
（
出
で
て
は
軍
馬
の
陣
を
覩
、
入
り
て
は
鞞
鼓
の
声
を
聞

み

へ
い

こ

く
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
礼
記
』
楽
記
に
「
君
子
聴
鼓

鼙
之
声
、
則
思
将
帥
之
臣
。（
君
子

鼓
鼙
の
声
を
聴
け
ば
、

則
ち
将
帥
の
臣
を
思
ふ
。
）
」
と
あ
る
の
を
引
く
。

［
朔
気
］
北
方
の
冷
た
い
気
配
。
梁
・
蕭
子
範
「
夜
聴
鴈
」
詩

に
「
連
翩
辞
朔
気
、
嘹
唳
独
南
帰
（
連
翩

朔
気
を
辞
し
、

嘹
唳

独
り
南
帰
す
）
」
と
。

れ
う
れ
い

［
原
野
］
草
が
生
え
、
広
々
と
し
て
何
も
な
い
平
地
。
魏
・
曹

植
「
贈
白
馬
王
彪
」
詩
七
章
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
其
四

に
「
原
野
何
蕭
条
、
白
日
忽
西
匿
（
原
野

何
ぞ
蕭
条
た
る
、

白
日

忽
ち
西
に
匿
る
）
」
と
。

か
く

［
曀
］
空
が
暗
く
な
り
風
が
吹
く
。
『
詩
経
』
邶
風
・
終
風
に

「
終
風
且
曀
、
不
日
有
曀
（
終
風

且
つ
曀
り
、
日
な
ら
ず

く
も

し
て
有
た
曀
る
）
」
と
あ
り
、
「
毛
伝
」
に
「
陰
而
風
曰
曀
。

ま

（
陰
り
て
風
あ
る
を
曀
と
曰
ふ
。
）
」
と
。

く
も

え
い

［
寒
暉
］
冬
の
弱
々
し
い
日
の
光
。
梁
・
蕭
洽
「
侍
釈
奠
会
」

詩
五
章
其
五
に
「
冬
物
澄
華
、
寒
暉
暠
絜
（
冬
物

澄
華
と

し
て
、
寒
暉

暠
絜
た
り
）

か
う
け
つ

勳
庸
震
辺
服

歌
吹
入
京
畿

17

18

［
勳
庸
］
功
績
。
手
柄
。
晋
・
潘
岳
「
馬
汧
督
誄
」
（
『
文
選
』

け
ん
と
く

巻
五
十
七
）
に
「
孰
是
勳
庸
、
而
不
獲
免
。
（
孰
れ
か
是
れ

た

勳
庸
に
し
て
、
免
る
る
を
獲
ざ
る
。
）
」
と
。

［
震
］
武
力
で
お
び
や
か
す
。
『
詩
経
』
周
頌
・
時
邁
に
「
薄

言
震
之
、
莫
不
震
畳
（

薄

か
言
に
之
れ
を
震
か
し
、
震
畳

い
さ
さ

こ
こ

し
ん
で
ふ

せ
ざ
る
莫
し
）
」
と
あ
り
、「
毛
伝
」
に
「
震
、
動
也
。
」
、「
鄭

箋
」
に
「
甫
動
之
以
威
、
則
莫
不
動
懼
而
服
者
。
（
甫
め
之

は
じ

れ
を
動
か
す
に
威
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
動
懼
し
て
服
せ
ざ

る
者
莫
し
。
）
」
と
。

［
辺
服
］
天
子
の
直
轄
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
の
地
。
北
周
・

庾
信
「
奉
和
永
豊
殿
下
言
志
」
詩
十
首
其
二
に
「
王
子
従
辺

服
、
臨
卭
惜
第
如
（
王
子

辺
服
に
従
ひ
、
臨

卭

第
如

り
ん
き
ょ
う

を
惜
し
む
）
」
と
あ
る
。

［
歌
吹
］
歌
声
と
楽
器
の
音
。
人
々
が
平
和
を
喜
ぶ
様
を
い
う
。

晋
・
孫
楚
「
為
石
仲
容
与
孫
皓
書
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
三
）

に
「
遊
龍
曜
路
、
歌
吹
盈
耳
（
遊
龍

路
を
曜
ら
し
、
歌
吹

て

耳
に
盈
つ
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
『
楽
稽
耀
嘉
』
曰
、

み

『
武
王
興
師
誅
于
商
、
万
国
咸
喜
、
前
歌
後
舞
』
。
（
『
楽
稽

耀
嘉
』
に
曰
く
、
『
武
王

師
を
興
し
て
商
を
誅
す
る
や
、

万
国

咸
な
喜
び
、
前
に
歌
ひ
後
に
舞
ふ
』
と
。
）
」
と
あ

み

る
。

［
京
畿
］
都
と
そ
の
周
辺
の
地
。
魏
・
曹
植
「
責
躬
詩
」
（
『
文

選
』
巻
二
十
）
に
「
天
啓
其
衷
、
得
会
京
畿
（
天

其
の
衷う

ち

を
啓
き
、
京
畿
に
会
す
る
を
得
た
り
）
」
。

待
拝
長
平
坂

鳴
騶
入
礼
闈

19
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［
待
拝
］
官
位
を
授
け
ら
れ
る
の
を
待
つ
。
六
朝
詩
で
は
他
の

用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

［
長
平
坂
］
坂
の
名
。
陝
西
省
咸
陽
市
涇
陽
県
。
漢
の
宣
帝
の

甘
露
三
年
、
匈
奴
の
呼
韓
邪
単
于
が
来
朝
し
た
際
、
長
平
坂

で
応
接
し
た
。『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
「
上
自
甘
泉
宿
池
陽
宮
。

上
登
長
平
阪
、
詔
単
于
毋
謁
。
其
左
右
当
戸
之
群
皆
列
観
、

蛮
夷
君
・
長
・
王
・
侯
迎
者
数
万
人
、
夾
道
陳
。
（
上

甘

泉
よ
り
池
陽
宮
に
宿
る
。
上

長
平
阪
に
登
り
、
単
于
に
詔

し
て
謁
す
る
毋
か
ら
し
む
。
其
の
左
右
当
戸
の
群

皆
な
列

な

観
し
、
蛮
夷
の
君
・
長
・
王
・
侯
の
迎
ふ
る
者

数
万
人
、

道
を
夾
み
て
陳
ぶ
。
）
」
と
あ
る
。

は
さ

な
ら

［
鳴
騶
］
貴
顕
が
外
出
す
る
時
、
お
供
を
す
る
騎
兵
。
斉
・
孔

稚
珪
「
北
山
移
文
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
三
）
に
「
及
其
鳴

騶
入
谷
、
鶴
書
赴
隴
、
形
馳
魄
散
、
志
変
神
動
。
（
其
の
鳴

騶

谷
に
入
り
、
鶴
書

隴
に
赴
く
に
及
び
、
形
は
馳
せ
魄

は
散
じ
、
志
は
変
は
り
神
は
動
く
。
）
」
と
見
え
る
。

［
礼
闈
］
尚
書
省
を
い
う
。
漢
代
の
尚
書
省
が
建
礼
門
内
に
あ

り
、
禁
闈
（
宮
廷
の
門
）
に
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
。
梁
・
任

昉
「
王
文
憲
集
序
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
六
）
に
「
出
入
礼

闈
、
朝
夕
旧
館
。
（
礼
闈
に
出
入
し
、
旧
館
に
朝
夕
す
。
）
」

と
あ
り
、
李
善
注
は
「
十
州
記
」
に
「
崇
礼
闈
、
即
尚
書
上

省
門
。
崇
礼
東
建
礼
門
、
即
尚
書
下
舎
門
。
（
崇
礼
闈
は
、

即
ち
尚
書
の
上
省
の
門
。
崇
礼
の
東
の
建
礼
門
は
、
即
ち
尚

書
の
下
舎
の
門
。
）
」
と
あ
る
の
を
引
き
、
「
然
尚
書
省
二
門

名
礼
。
故
曰
礼
闈
也
。
（
然
ら
ば
尚
書
省
の
二
門

名
礼
と

名
づ
く
。
故
に
礼
闈
と
曰
ふ
な
り
。
）
」
と
す
る
。
六
朝
詩

に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
隋
書
』
本
伝
に
よ
る

と
、
楊
素
は
開
皇
十
二
（
五
九
二
）
年
に
尚
書
右
僕
射
、
仁

寿
元
（
六
〇
一
）
年
に
尚
書
左
僕
射
に
な
っ
て
い
る
。

※
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（C

）
「
言
語
実
験

の
場
と
し
て
の
六
朝
楽
府
に
関
す
る
研
究
」
（
課
題
番
号
二
六
三
七

〇
四
一
〇
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


